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⼦供たちに未来の創り⼿となるために必要な資質・能⼒を育む 

指導と評価の⼀体化を⽬指して 
 

Ⅱ 実践編 
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 国 語                   ৵学ૅ  
 
＜国語科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

 。年間の国語科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿ですڲ
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

日常生活に必要な国語につい
て、その特質を理解し適切に使
っている。 

「話すこと・聞くこと」、「書く
こと」、「読むこと」の各領域に
おいて、日常生活における人と
の関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げて
いる。 

言୴を通じて積極的に人と関わ
ったり、思いや考えを広げたり
しながら、言୴がもつよさを認
識しようとしているとともに、
言語感ಁを養い、言୴をよりよ
く使おうとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

国語科においては、学習指導要領の「２ 内容」の記載は、そのまま学習指導の目標となりう
るものです。育成を目指す資質・能力（指導事項）の文末を、「～すること」から「～している」
と変更することで、「内容のまとまりごとの評価規準」となります。国語科では、「内容のまとま
りごとの評価規準」を単元の評価規準とすることができます。 

 
（１）国語科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

 
 

 
 

 
 。は「思考・判断・表現」と対応していますم思考力、判断力、表現力等ل、は「知識・技能」م知識及び技能لپ
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
   「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 

一年間を通して、当該学年に示された指導事項を身に付けることができるよう指導することを基本とする。 
○「知識・技能」のポイント 

・基本的に、当該単元で育成を目指す資質・能力に該当するل知識及び技能مの指導事項について、その文末を
「～している。」として、「知識・技能」の評価規準を作成する。なお、育成したい資質・能力に照らして、指
導事項の一部を用いて評価規準を作成することもある。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・基本的に、当該単元で育成を目指す資質・能力に該当するل思考力、判断力、表現力等مの指導事項につ

いて、その文末を「～している。」として、「思考・判断・表現」の評価規準を作成する。なお、育成した
い資質・能力に照らして、指導事項の一部を用いて評価規準を作成することもある。 

・評価規準のྋ頭には、当該単元で指導する一領域を「（領域を入れる）において、」と明記する。 
○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

・①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組
を行おうとする側面と、②①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面の双方を適
切に評価できる評価規準を作成する。文末は「～しようとしている。」とする。「学年別の評価の観点の趣
旨」においては、主として、①に関しては「言୴を通じて積極的に人と関わったり」、②に関しては「思い
や考えをもったりしながら（思いや考えをまとめたりしながら）、（思いや考えを広げたりしながら）」が対
応する。①、②を踏まえ、当該単元で育成する資質・能力と言語活動に応じて文言を作成する。 

⋜ٕ１ ৵学ૅౣ 

内容の 
まとまり 

 م知識及び技能ل
(1) 言୴の特ඉや使い方に関する事項 
(2) 情報の扱い方に関する事項 
(3) が国の言語文化に関する事項 

 م思考力、判断力、表現力等ل
 話すこと・聞くことڶ
 書くことڷ
 読むことڸ

該当する指導事項は
ない 

評価の観点  現表・断判・考思 能技・識知 主体的に学習に 
取り組む態度 
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＜国語科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第２学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標及び設定した言語活動の具体例 
○単元の目標 
(1) 身近なことを表す語の量をੜし、話の中

で使うとともに、語៲を௹かにすることがで
きる。ل知識及び技能1)م�オ 

(2) 相手に伝わるように、行動したことや経験
したことに基づいて、話す事柄の順を考え
ることができる。ل思考力、判断力、表現力
等(1)ڶمイ 

(3) 話し手が知らせたいことを落とさないよう
に聞き、話の内容を捉えて感想をもつことがで
きる。ل思考力、判断力、表現力等1)ڶم�ग़ 

(4) 言୴がもつよさを感じるとともに、௫しん
で読書をし、国語を大切にして、思いや考え
を伝え合おうとする。「学びに向かう力、人
間性等」 

○設定した言語活動 
ಒ೬みの思い出について報告したり、それら 

を聞いて感想を記述したりする。 
（関連ل؟思考力、判断力、表現力等ڶم�2)ア） 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

２ 単元の評価規準の作成 
○国語科においては、指導事項に示された資質・能力を確

実に育成するため、基本的には「内容のまとまりごとの
評価規準」が単元の評価規準となる。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価場

面や評価方法等を計画する。 

１ 単元の目標と言語活動の設定 
○指導事項を基に、以下の３点について単元の目標を設定

する。 
（１）「知識及び技能」の目標 
（２）「思考力、判断力、表現力等」の目標 
（３）「学びに向かう力、人間性等」の目標 
○単元の目標を実現するために適した言語活動を、言語活

動例を参考にして位置付ける。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 
①身近なことを表す語の量をੜし、話の中で

使っているとともに、語៲を௹かにしている。
（(1)オ） 

「思考・判断・表現」 
①「話すこと・聞くこと」において、相手に伝

わるように、行動したことや経験したことに
基づいて、話す事柄の順を考えている。（ڶ
(1)イ） 

②「話すこと・聞くこと」において、話し手が
知らせたいことを落とさないように聞き、話
の内容を捉えて感想をもっている。（(1)ڶग़） 

「主体的に学習に取り組む態度」 
①進んで、相手に伝わるように話す事柄の順

を考え、学習の見通しをもって報告しようと
している。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」① 
○評価場面 
 ಒ೬みの思い出について、話す順とその理を考える場面 
○評価方法 
・話す事柄が書かれたカーॻを操作している児童の様子を観察

したり、操作の意図について児童に質問したりする。 
・カーॻの順を決めた理をワークシートに書かせ、その内容

を確認する。 

単元名「夏休みの思い出を報告しよう」（第２学年） 
内容のまとまり 第１学年及び第２学年ل知識及び技能(1)م「言୴の特ඉや使い方に関する事項」(1)オ 

A」م思考力、判断力、表現力等ل                     話すこと・聞くこと」(1)イ・ग़ 
（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校国語50ۅ～42ۅ 参照） 

国語科では、年間指導計画を基に、当該単元で取り上げて指導する指導事項等を確定し、身に
付けさせたい力を明確にします。そして、その指導事項等を指導するのに最適な言語活動を設定
し、単元の目標を確定します。その上で、単元の評価規準を設定し、評価の時期や場面、方法を
精選し、単元のどの段階でどの評価規準に基づいて評価するかを決めていくことが大切です。 

ｰ 16 ｰ ｰ 17 ｰ
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  ভ                   ৵学ૅ
 
＜ভ科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

４年間の社会科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

域やが国の国ଅの理的環
境、現৻社会の仕組みや働き、
域やが国のഄఴや伝ଁと文
化を通して社会生活について理
解しているとともに、様々な資
料や調査活動を通して情報を適
切に調べまとめている。 

社会的事象の特౦や相互の関連、
意味を多角的に考えたり、社会に
見られる課題を把握して、その解
決に向けて社会への関わり方を
選択・判断したり、考えたことや
選択・判断したことを適切に表現
したりしている。 

社会的事象について、国家及び
社会の担い手として、よりよい
社会を考え主体的に問題解決し
ようとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第４学年  (2)「人々の೨や生活環境を支える事業」の例 
（１）社会科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

(2) 人々の೨や生活環境を支える事業について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ҵ) ධ料、ਗ਼気、फ़スを供ஔする事業は、全で定的に供ஔできるよう進められていることや、域の人々の೨

な生活の持と向上に役立っていることを理解すること。 
(Ҷ) ఀಣ物を૪理する事業は、ୋ生的な૪理や資౺の有効利用ができるよう進められていることや、生活環境の持と

向上に役立っていることを理解すること。 
(ҷ) 見学・調査したり図などの資料で調べたりして、まとめること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
(ҵ) 供ஔの仕組みや経ଡ଼、内外の人々の協力などに着目して、ධ料、ਗ਼気、फ़スの供ஔのための事業の様子を捉え、

それらの事業が果たす役割を考え、表現すること。 
(Ҷ) ૪理の仕組みや再利用、内外の人々の協力などに着目して、ఀಣ物の૪理のための事業の様子を捉え、その事業

が果たす役割を考え、表現すること。 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

○「知識・技能」のポイント 
・「知識」については、学習指導要領に示す「２ 内容」の「知識」に関わる事項に示された「…を理解すること」の記

述を当てはめ、それを児童が「…理解している」かどうかの学習状況として表し、評価規準を設定する。 
・「技能」については、学習指導要領に示す「２ 内容」の「技能」に関わる事項に示された「…調べたりして、…まと

めること」の記述を当てはめ、それを児童が「…調べたりして…まとめている」かどうかの学習状況として表し、評価
規準を設定する。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・「思考・判断・表現」については、学習指導要領に示す「２ 内容」の「思考力、判断力、表現力等」に関わる事項に

示された「…着目して、…を捉え、…考え、…表現すること」の記述を当てはめ、それを児童が「…着目して、…を捉
え、…考え、…表現している」かどうかの学習状況として表し、評価規準を設定する。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・「主体的に学習に取り組む態度」については、学習指導要領に示す「２ 内容」に「学びに向かう力、人間性等」に関

わる事項が示されていないことから、学年目標や観点の趣旨を基に評価規準を設定する。ここでは、目標に示されてい
る、「主体的に問題解決する態度」と「よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度」について
「主体的に問題解決しようとしている」かどうかと「よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとしてい
る」かどうかの学習状況として表し、評価規準を設定する。 

（下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 

ｰ 18 ｰ
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＜ভ科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第４学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標の具体例 
○単元の目標 
 ఀಣ物を૪理する事業について、૪理の仕組みや再利用、
内外の人々の協力などに着目して、見学・調査したり図
などの資料で調べたりしてまとめ、ఀ ಣ物の૪理のための事
業の様子を捉え、その事業の果たす役割を考え、表現するこ
とを通して、ఀ ಣ物を૪理する事業は、ୋ生的な૪理や資౺
の有効利用ができるよう進められていることや、生活環境の
持と向上に役立っていることを理解できるようにすると
ともに、主体的に学習問題を追究・解決し、学習したことを
基に域社会の一員として自分たちが協力できることを考
えようとする態度を養う。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 
①૪理の仕組みや再利用、内外の人々の協力などについて、

見学・調査したり図などの資料で調べたりして、必要な
情報を集め、読み取り、ఀಣ物の૪理のための事業の様子
を理解している。 

②調べたことをஜ図や図表、文などにまとめ、ఀಣ物を૪
理する事業は、ୋ生的な૪理や資౺の有効利用ができるよ
う進められていることや、生活環境の持と向上に役立っ
ていることを理解している。 

「思考・判断・表現」 
①૪理の仕組みや再利用、内外の人々の協力などに着目し

て、問いを見いだし、ఀಣ物の૪理のための事業の様子に
ついて考え表現している。 

②ఀಣ物を૪理する仕組みや人々の協力関係と域のଐな
生活環境を関連付けてఀಣ物の૪理のための事業の果たす
役割を考えたり、学習したことを基にごみをらすために、
自分たちが協力できることを考えたり選択・判断したりし
て表現している。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
①ఀಣ物を૪理する事業について、予想や学習計画を立て、

学習を振り返ったり見直したりして、学習問題を追究し、
解決しようとしている。 

②学習したことを基にごみをらすために、自分たちが協力
できることを考えようとしている。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評

価場面や評価方法等を計画する。 

１ 単元の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を

踏まえて作成する。 
○児童の実態、前単元までの学習状況等を踏まえて作

成する。 

２ 単元の評価規準の作成 
○小学校の社会科においては、学習指導要領に示さ

れた「内容のまとまり」は、複数の内容に分かれ、
その内容ごとに単元を構成するものがऺとんどで
ある。そこで、「内容のまとまりごとの評価規準」
をそのまま活用するのではなく、単元ごとに単元
構成や学習過程に沿った具体的な評価規準を作成
していく。 

○学習指導要領の内容に関する記載事項、内容の取扱
い、観点の趣旨を踏まえ、学習指導要領解説の記載
事項を参考に、内容についてより具体的に示すよう
作成する。詳細になりすऍないように、学習指導要
領の記述形式を踏まえて作成する。 

＜授業の実施＞ 

４ 観点ごとの総括 

評価場面や評価方法等の具体例 
「知識・技能」⋈ 
○評価場面 

学習問題について調べたことや話し合ったことに基づ
いて、ごみ૪理の仕組みや経ଡ଼、人々の協力関係などにつ
いて図や文にまとめる場面 
○評価方法 

ノートの記述内容から「ఀಣ物を૪理する事業は、ୋ生
的な૪理や資౺の有効利用ができるよう進められている
ことや、それらは生活環境の持と向上に役立っているこ
とを理解しているか」を評価する。 

単元名「ఀಣを૪৶घるহ業」（第４学年） 
内容のまとまり 第４学年 (2)「人々の೨や生活環境を支える事業」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校社会51ۅ～44ۅ 参照） 

社会科では、まず、学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえ、単元の目標を作成します。 
次に、単元の目標に沿った単元の評価規準を具体的に作成します。そして、「指導と評価の計画」に具体的
に位置付けることが重要です。（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校社会
P36～P37 参照）その際、授業者は、なछこの１単位時間にその評価の観点を設定したのか、扱う教材の特
性や児童の実態を踏まえ、具体的に説明できるようにしておくことが大切です。 

ｰ 18 ｰ ｰ 19 ｰ
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  ਯ                   ৵学ૅ  
 
＜ਯ科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

 。年間の数科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿ですڲ
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

・数量や図形などについての 
基礎的・基本的な概念や性 
質などを理解している。 

・日常の事象を数理的に૪ 
 理する技能を身に付けて 

いる。 

日常の事象を数理的に捉え、見
通しをもち൙道を立てて考察
する力、基礎的・基本的な数量
や図形の性質などを見いだし
ଁ合的・発展的に考察する力、
数学的な表現を用いて事象を
簡ၷ・明ᐱ・的確に表したり目
的に応じてฑໞに表したりす
る力を身に付けている。 

数学的活動の௫しさや数学
のよさに気付き粘り強く考
えたり、学習を振り返って
よりよく問題解決しようと
したり、数で学んだこと
を生活や学習に活用しよう
としたりしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第ڲ学年 「B 図形」(1)「ೠ図やఁ大図、対ูな図形」の例 
（１）数科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 

   「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

(１) 平面図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
  ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
   (ҵ) ೠ図やఁ大図について理解すること。 
   (Ҷ) 対ูな図形について理解すること。 
  イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
   (ҵ) 図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成の仕方を考察したり図形の性質を

見いだしたりするとともに、その性質を基に既習の図形を捉え直したり日常生活に生かした
りすること。 

 
    

 

○「知識・技能」のポイント 
・基本的に、当該内容のまとまりで育成を目指す資質・能力に該当する指導事項について、育

成したい資質・能力に照らして、「知識及び技能」で示された内容をもとに、その文末を「～
している」「～できる」として、評価規準を作成する。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・基本的に、当該内容のまとまりで育成を目指す資質・能力に該当する指導事項について、育成

したい資質・能力に照らして、「思考・判断・表現等」で示された内容をもとに、その文末を「～
している」として、評価規準を作成する。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・当該学年目標の（３）の主体的に学習に取り組む態度の「観点の趣旨」をもとに、指導事項

を踏まえて、その文末を「～している」として、評価規準を作成する。 

（下）…知識及び技能に関する内容  （ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
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＜ਯ科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第５学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標の具体例 
○単元の目標 
（１）三角形、平行ఈ形、ऱし形、 

形の面積の計による求め方につい 
て理解し、それらの面積をਁ式を用 
いて求めることができる。 

（２）図形を構成する要素などに着目し 
て、求積可能な図形にష着させ、基 
本図形の面積の求め方を見いだすと 
ともに、その表現を振り返り、簡ၷ 
かつ的確な表現に高め、ਁ式として 
導くことができる。 

（３） 求積可能な図形にష着させて考え 
ると面積を求めることができるとい 
うよさに気付き、三角形、平行ఈ形、 
ऱし形、形の面積を求めようとし 
たり、見いだした求積方法や式表現 
を振り返り、簡ၷかつ的確な表現に 
高めようとしたりしている。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

２ 単元の評価規準の作成 
○数科においては、以下の理により、「『指導と評価の一体化』のため

の学習評価に関する参考資料（小学校数）」における「内容のまとま
りごとの評価規準（例）」に示された文言が、単元の評価規準の文言と
してそのまま用いるには適さない場合があることに注意が必要である。 

 をそのまま単元とするには適さない場合があること「内容のまとまり」؝１ 
小学校学習指導要領の数科の内容として示された文言の書き方に؝２ 

違いがあること 
以上のことから、数科においては、「内容のまとまりごとの評価規準」س

から「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成し、「具体的な内
容のまとまりごとの評価規準」をもとに「単元の評価規準」を作成する
こととする。 

１ 単元の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえて作成する。 
○単元は、児童に指導する内容を適切にまとめて構成されるものである

が、各学校において単元を作成する際には、「内容のまとまり」を、
つかに分割して単元とする場合やそのまま単元とする場合、つかの
「内容のまとまり」を組み合わせて単元とする場合があるので、このこ
とに留意することが必要である。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 
①必要な部分の長さを用いることで、三角

形、平行ఈ形、ऱし形、形の面積は
計によって求めることができることを
理解している。 

②三角形、平行ఈ形、ऱし形、形の面
積を、ਁ 式を用いて求めることができる。 

「思考・判断・表現」 
①三角形、平行ఈ形、ऱし形、形の面

積の求め方を、求積可能な図形の面積の
求め方を基に考えている。 

②見いだした求積方法や式表現を振り返り、
簡ၷかつ的確な表現を見いだしている。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
①求積可能な図形にష着させて考えると面

積を求めることができるというよさに気
付き、三角形、平行ఈ形、ऱし形、
形の面積を求めようとしている。 

②見いだした求積方法や式表現を振り返
り、簡ၷかつ的確な表現に高めようとし
ている。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価場面や評

価方法等を計画する。 

評価場面や評価方法等の具体例 
「主体的に学習に取り組む態度」① 
○評価場面 

「形の面積の求め方を考え、説明する」の学習活動において、
形の面積の求め方を自力解決する場面 
○評価方法 

「求積可能な図形にష着させて考えると面積を求めることができ
るというよさに気付き、形の面積を求めようとしている」かどうか
を、ノート分析や行動観察などの方法で評価する。 

＜授業の実施＞ 

４  観点ごとの総括  

単元名「ഓとਕഓの面」（第ڱ学年） 
内容のまとまり 第５学年 「B 図形」（３）「平面図形の面積」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校数77ۅ～68ۅ 参照） 

数科では、「知識・技能」については、特に「努力を要する」状況と考えられる児童が確実に習
得できるように指導し、個々の児童の指導のଓを行い、評価を行う機会を単元末に設定することが
考えられます。「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」については、単元を通して
働かせた数学的な見方・考え方が௹かになるという数科の特性から、単元前から後にかけて評
価を行う機会を設定することが考えられます。 

ｰ 20 ｰ ｰ 21 ｰ
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 ৶ 科                   ৵学ૅ  
 
＜৶科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

４年間の理科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

自然の事物・現象についての性
質や規則性などについて理解し
ているとともに、ஓ具や機ஓな
どを目的に応じて工夫して扱い
ながら観察、実験などを行い、
それらの過程や得られた結果を
適切に記録している。 

自然の事物・現象から問題を見
いだし、見通しをもって観察、
実験などを行い、得られた結果
を基に考察し、それらを表現す
るなどして問題解決している。 

自然の事物・現象に進んで関わ
り、粘り強く、他者と関わりな
がら問題解決しようとしている
とともに、学んだことを学習や
生活に生かそうとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第３学年 「A 物質・ग़ネルॠー」(1)「物と重さ」の例 
（１）理科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
  「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○「知識・技能」のポイント 
・「知識」についての「内容のまとまりごとの評価規準」は、学習指導要領の「２ 内容」における知

識に関する内容である（ア）、（イ）などの文末を「～を理解している」として作成する。 
・「技能」についての「内容のまとまりごとの評価規準」は、学習指導要領の「２ 内容」における

技能に関する内容である「観察、実験などに関する技能を身に付けること」の文末を「～身に付
けている」として作成する。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・「思考・判断・表現」についての「内容のまとまりごとの評価規準」は、学習指導要領の「２ 

内容」における思考力、判断力、表現力等に関する内容である、「…について追究する中で、୷ 
 異点や共通点を基に、…についての問題を見いだし、表現すること」の文末を「～表現している」

 として作成する。 
○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

・「主体的に学習に取り組む態度」についての「内容のまとまりごとの評価規準」は、学習指導要
領の「２ 内容」に育成を目指す資質・能力が示されていないことから、「学年・分野別の評価の
観点の趣旨」の「…についての事物・現象に進んで関わり、他者と関わりながら問題解決しよう
としているとともに、学んだことを学習や生活に生かそうとしている」を用いて作成する。 

(1) 物と重さ 
物の性質について、形や体積に着目して、重さを比較しながら調べる活動を通して、次の事

項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

(ҵ) 物は、形が変わっても重さは変わらないこと。 
(Ҷ) 物は、体積が同じでも重さは違うことがあること。 

イ 物の形や体積と重さとの関係について追究する中で、୷異点や共通点を基に、物の性質に
ついての問題を見いだし、表現すること。 

 

    

（下）…知識及び技能に関する内容 

（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
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＜৶科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第３学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標の具体例 
○単元の目標 
 日なたと日ྔの様子に着目して、それらを比
較しながら、୬഻の位置と面の様子を調べる
活動を通して、それらについての理解を図り、
観察、実験などに関する技能を身に付けるとと
もに、主に୷異点や共通点を基に、問題を見い
だす力や主体的に問題解決しようとする態度を
育成する。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

１ 単元の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏

まえて作成する。 
○児童の実態、前単元までの学習状況等を踏まえて作成

する。 

２ 単元の評価規準の作成 
①「ِ 指導と評価の一体化ّのたीの学習評価にঢ়घる
考ৱમ（৵学ૅ৶科）」にંऔれているؚ学年の
「単元の評価規準（例）」のਏを知る؛ 

⋈学年の観点ごとのポイントを知る؛ 
⋉観点ごとに「単元の評価規準」を作成घる؛ 
・②における「観点ごとのポイント」を踏まえ、「単元

の評価規準」を作成する。作成された評価規準を、児
童や学校、域の実態を踏まえて編成した教育課程の
下で作成された指導計画に基づく授業（学習指導）の
中で生かしていくことで、「学習評価」の充実を図り、
教育活動の質の向上につなげていく。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 
①日ྔは୬഻のをᄭるとでき、日ྔの位置は

୬഻の位置の変化によって変わることを理解
している。 

②面は୬഻によってめられ、日なたと日ྔ
では面のかさやဒり気に違いがあること
を理解している。 

③୬഻と面の様子との関係について、ஓ具や
機ஓなどを正しく扱いながら調べ、それらの
過程や得られた結果を分かりやすく記録して
いる。 

「思考・判断・表現」 
①୬഻と面の様子との関係について、୷異点

や共通点を基に、問題を見いだし、表現する
などして問題解決している。 

②୬഻と面の様子との関係について、観察、
実験などを行い、得られた結果を基に考察し、
表現するなどして問題解決している。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
①୬഻と面の様子との関係についての事物・

現象に進んで関わり、他者と関わりながら問
題解決しようとしている。 

②୬഻と面の様子との関係について学んだこ
とを学習や生活に生かそうとしている。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価

場面や評価方法等を計画する。 

評価場面や評価方法等の具体例 
「知識・技能」⋈ 
○評価場面 

日ྔの位置は୬഻の位置の変化によって変わることや日なた
と日ྔの面のかさとဒり気に違いがあることを結び付けて
記述する場面 
○評価方法 

日なたと日ྔでは面のかさやဒり気に違いがあること
を、実験したことや体感したことを基にしながら理解している
かを、記述分析などの方法で評価する。 

単元名「୬഻と面の」（第３学年） 
内容のまとまり 第３学年「ڷ 生୵・ૉ」(2)「୬഻と面の様子」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校理科53ۅ～46ۅ 参照） 

理科では、「知識・技能」については、実験・体感したことを基にしながら理解しているか等
を、「思考・判断・表現」については、自分の予想と自ら行った実験の結果を照らし合わせたり、
事実と解を整理して考察したりしているか等を、「主体的に学習に取り組む態度」については、
進んで関わり、粘り強く、他者と関わりながら問題解決しようとしているか等を評価します。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 
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 ে 活                   ৵学ૅ  
 
＜ে活科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

２年間の生活科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

活動や体験の過程において、自
分自身、身近な人々、社会及び
自然の特ඉやよさ、それらの関
わり等に気付いているととも
に、生活上必要な習慣や技能を
身に付けている。 

身近な人々、社会及び自然を自
分との関わりで捉え、自分自身
や自分の生活について考え、表
現している。 

身近な人々、社会及び自然に自
ら働きかけ、意欲や自信をもっ
て学ぼうとしたり、生活を௹か
にしたりしようとしている。 

 
 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第１学年及び第２学年 内容(1) 「学校と生活」の例 
（１）生活科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

 学校生活に関わる活動を通して、学校の施設の様子や学校生活を支えている人々や௵、通学ଡ଼の様子やそ
の全をஹっている人々などについて考えることができ、学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが
分かり、௫しく心してฉびや生活をしたり、全なః下校をしたりしようとする。 
 
 
 
 
 

 
（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 

     「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 

○「知識・技能」のポイント 

○「思考・判断・表現」のポイント 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

 
他の「内容のまとまり」においても記載事項の文末を、例えば、「気付く」から「気付いている」پ

（「知識・技能」）、「見付ける」から「見付けている」（「思考・判断・表現」）、「創り出そうとする」
から「創り出そうとしている」（「主体的に学習に取り組む態度」）などのようにすることで、「内
容のまとまり」に対応する評価規準を作成することが可能である。 

（実） …「知識及び技能の基礎」に関すること 
（ణ） …「思考力、判断力、表現力等の基礎」に関すること 
（）  …「学びに向かう力、人間性等」に関すること 

（୬実） …児童が直接関わる学習対象や実際に行われる学習活動等 

・実際に行われる学習活動（୬実）に続き、「実」部分の記載事項の文末を、「分かる」から「分かっ
ている」とすることにより、「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成することが可能である。

・実際に行われる学習活動（୬実）に続き、「ణ」部分の記載事項の文末を、「考えることができる」
から「考えている」とすることにより、「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成することが可能で

　ある。

・実際に行われる学習活動（୬実）に続き、「」部分の記載事項の文末を、「したりしようとする」
から「したりしようとしている」とすることにより、「内容のまとまり」に対応する評価規準を作成する

　ことが可能である。

ｰ 24 ｰ
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＜ে活科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第１学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ۥۥ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標の具体例 
○単元の目標 
 書きためてきた「思い出カーॻ」をもとに「思い出すごろ

く」をつくってฉぶ活動を通して、過ுと現在の自分を比較
し、自分自身が成長していることや様々な人が自分の成長を
支えてくれていることに気付くとともに、これからの期待を
もって意欲的に生活できるようにする。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

１ 単元の目標の作成 
○単元を構成する内容について、学習指導要領に示さ 

れた記載事項を確認する。 
○具体的な学習対象や活動に即して単元の目標を作成 

する。 

２ 単元の評価規準の作成 
○単元の目標に示された資質・能力を踏まえ、単元の評

価規準を作成する。 
○学習指導要領解説において、内容に示された資質・能

力を確認するとともに、「『指導と評価の一体化』の
ための学習評価に関する参考資料（小学校生活）」に
示されている、「具体的な内容のまとまりごとの評価
規準�例�」を参考に、学習活動に即した小単元の評価
規準を作成する。 

○単元全体を見て、評価の観点や評価の場面にုりがあ
る場合は、必要に応じて単元計画や評価規準等の見直
しを行う。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 

書きためてきた「思い出カーॻ」をもとに「思い出すごろ
く」をつくってฉぶ活動を通して、自分自身が成長している
ことや様々な人が自分の成長を支えてくれていることに気付
いている。 
「思考・判断・表現」 

書きためてきた「思い出カーॻ」をもとに「思い出すごろ
く」をつくってฉぶ活動を通して、過ுと現在の自分を比較
している。 
「主体的に学習に取り組む態度」 

書きためてきた「思い出カーॻ」をもとに「思い出すごろ
く」をつくってฉぶ活動を通して、これからの期待をもって
意欲的に生活しようとしている。 

 
○৵単元における評価規準 
「知識・技能」 
①１年間の学校生活において、自分でできるようになったこ

と、役割がੜえたことなどに気付いている。（第１小単元） 
②௵と一คに成長してきた自分自身や自分の成長をಜん

でくれる௵のோ在に気付いている。（第２小単元） 
③રしい気持ち、௵や家ఔへの思いやりなど、内面的な成

長に気付いている。（第３小単元） 
「思考・判断・表現」 
①過ுの自分と現在の自分を比べながら、自分らしさや成長

し続ける自分を捉えている。（第２小単元） 
②進級後の自分のことを思いきながら、これからの生活に

ついて表現している。（第３小単元） 
「主体的に学習に取り組む態度」 
①つくりたい「思い出すごろく」に合わせて、書きためた「思

い出カーॻ」から必要な出来事を選ぼうとしている。（第１
小単元） 

②これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感පの気持ち
をもち、意欲的に生活しようとしている。（第３小単元） 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評

価場面や評価方法等を計画する。 

評価場面や評価方法等の具体例 
「知識・技能」① 
○評価場面 

４月から書きためてきた「思い出カーॻ」から、入学以ఋ
の出来事を振り返る場面 
○評価方法 

「一つ一つの『思い出カーॻ』を読み返しながら、ཱུっ
た自分の姿を思い出している」、「複数の『思い出カーॻ』を
つなげてみながら、自分の変化や成長について捉えている等」
について、行動観察や発言分析などの方法で評価する。 

単元名「ِ 思い出घごौऎّをणऎढてँजऻう」（第１学年） 
内容のまとまり 第１学年 内容�9�「自分の成長」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校生活58ۅ～53ۅ 参照） 

生活科では、教師の評価がより信頼性の高いものとなるように、評価に当たっては、「量的な面」
だけでなく、「質的な面」から捉えることが必要です。例えば、「多くのを見付けている」、「や文
でたくさんかいている」など「量的な面」の評価にုらないようにします。また、教師による行動観
察や作品・発言分析等のऺかに、児童自身による自己評価や児童相互の評価、外部師からの評価な
ど様々な評価資料を収集し、児童の姿を多面的に評価することが大切です。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 

ｰ 24 ｰ ｰ 25 ｰ
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 ఠ ௫                   ৵学ૅ  
 
＜ఠ௫科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

 。年間の音௫科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿ですڲ

 現表・断判・考思 能技・識知 点観 主体的に学習に 
取り組む態度 

趣旨 

・ශ想と音௫の構造などとの関わ
りについて理解している。 

・表したい音௫表現をするために
必要な技能を身に付け、సった
り、演奏したり、音௫をつくっ
たりしている。 

音௫を形づくっている要素をലき取り、それらの
働きが生み出すよさや面ஜさ、しさを感じ取り
ながら、ലき取ったことと感じ取ったこととの関
わりについて考え、どのように表すかについて思
いや意図をもったり、ශや演奏のよさなどを見い
だし、音௫を味わってലいたりしている。 

音や音௫に親しむことがで
きるよう、音௫活動を௫し
みながら主体的・協働的に
表現及び༓ೖの学習活動に
取り組もうとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第 1 学年及び第 2 学年 「ڶ表現」(1)స及びل共通事項(1)مの例 
（１）音௫科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

(1) సの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア స表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、ශ想を感じ取って表現を工夫し、どのようにసうかにつ

いて思いをもつこと。 
イ ශ想と音௫の構造との関わり、ශ想とసဨの表す情景や気持ちとの関わりについて気付くこと。 
क़ 思いに合った表現をするために必要な次の�ҵ)から(ҷ)までの技能を身に付けること。 

(ҵ) をലいてసったり、階でெしたりพしたりする技能 
(Ҷ) 自分のస声及び発音に気を付けてసう技能 
(ҷ) 互いのస声やൣ奏をലいて、声を合わせてసう技能 

 م共通事項ل
 。の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する「༓ೖڷ」及び「表現ڶ」 (1)

ア 音௫を形づくっている要素をലき取り、それらの働きが生み出すよさや面ஜさ、しさを感じ取りながら、ലき取った
ことと感じ取ったこととの関わりについて考えること。 

イ 音௫を形づくっている要素及びそれらに関わる身近な音࿋、೬࿋、 
記ಀや用語について、音௫における働きと関わらせて理解すること。 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

○「知識・技能」のポイント  
・事項イ及びक़の文末を「～している」と変更して作成する。  
・事項にある「次の(ҵ�及び(Ҷ�」や「次の(ҵ�から(ҷ�まで」の部分は、(ҵ�から(ҷ)までの事項のうち、いずれかを選択して

置き換え作成する。なお、技能に関しては「～をするために必要な」の後に適「、」をዠ入する。  
○「思考・判断・表現」のポイント  

アの文末を「～考え、」と変更し、その後に扱う領域や分野の事項アを組み合わせ、文末を「～している」م共通事項ل・
と変更して作成する。  

・事項アでは、前部分に「知識や技能を得たり生かしたりしながら」と示しているが、この「得たり生かしたり」は、
「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」とがどのような関係にあるかを明確にするために示している文言で
あり、「内容のまとまりごとの評価規準」としては設定しない。  

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント  
・当該学年の「評価の観点の趣旨」の内容を踏まえて作成する。「評価の観点の趣旨」の文頭部分「音や音௫に親しむこ

とができるよう、」は、「主体的に学習に取り組む態度」における音௫科の学習の目指す方向性を示している文言であ
るため、「内容のまとまりごとの評価規準」としては設定しない。  

「評価の観点の趣旨」の「表現及び༓ೖ」の部分は、扱う領域や分野に応じて「స」「ஓ௫」「音௫づくり」「༓ೖ」
より選択して置き換える。なお、「学習活動」とは、その題材における「知識及び技能」の習得や「思考力、判断力、
表現力等」の育成に係る学習活動全体を指している。  

・「評価の観点の趣旨」の「௫しみながら」の部分は、「主体的・協働的に」に係る言୴であり、単に活動を「௫しみなが
ら」取り組んでいるかを評価するものではない。あくまで、主体的・協働的に取り組む際に「௫しみながら」取り組め
るように指導を工夫する必要があることを示ྮしているものである。  

（下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 

・

ｰ 26 ｰ
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＜ఠ௫科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第４学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

౫の目標の具体例 
○౫の目標 
(1) 「とんび」、「ग़ーॹルワイス」のශ想と音௫の構造との関わ

りなどについて気付くとともに、思いや意図に合った音௫表現を
するために必要な技能を身に付ける。 

(2) 「とんび」、「ग़ーॹルワイス」のᄑ律、フレー६、反୮、変
化などをലき取り、それらの働きが生み出すよさや面ஜさ、し
さを感じ取りながら、ലき取ったことと感じ取ったこととの関わ
りについて考え、ශの特ඉを捉えた表現を工夫し、どのようにస
ったり演奏したりするかについて思いや意図をもつ。 

(3) ශの特ඉを捉えて表現する学習に興味をもち、音௫活動を௫し
みながら主体的・協働的にసやஓ௫の学習活動に取り組み、日
本のうたやリコーダーに親しむ。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

１ ౫の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等

を踏まえて作成する。 
○児童の実態、前題材までの学習状況等を踏まえて作

成する。 

２ ౫の評価規準の作成 
○ْ観点ごとのポイントٓを参考に、以下の観点に

ついて題材の評価規準を作成する。 
・「知識・技能」の評価規準 
・「思考・判断・表現」の評価規準 
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準 ౫の評価規準の具体例 

○౫の評価規準 
「知識・技能」 
①技 思いや意図に合った音௫表現をするために必要な、呼ลに気

を付けて、自然で無理のないసい方でసう技能を身に付けてస
っている。（స）  

②知 ශ想と音௫の構造などとの関わりについて気付いている。（స
、ஓ௫）  

③知技 リコーダーの音色や響きと演奏の仕方との関わりについ
て気付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要
な、音౦やきに気を付けてリコーダーを演奏する技能を身に
付けて演奏している。（ஓ௫） 

「思考・判断・表現」 
思① ᄑ律、フレー६、反୮、変化をലき取り、それらの働きが生

み出すよさや面ஜさ、しさを感じ取りながら、ലき取ったこ
とと感じ取ったこととの関わりについて考え、ශの特ඉを捉え
た表現を工夫し、どのようにసうかについて思いや意図をもっ
ている。（స）  

思② ᄑ律、フレー६、反୮、変化をലき取り、それらの働きが生
み出すよさや面ஜさ、しさを感じ取りながら、ലき取ったこ
とと感じ取ったこととの関わりについて考え、ශの特ඉを捉え
た表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図を
もっている。（ஓ௫） 

「主体的に学習に取り組む態度」 
態① ශの特ඉを捉えて表現する学習に興味をもち、音௫活動を௫

しみながら主体的・協働的にసやஓ௫の学習活動に取り組も
うとしている。（స、ஓ௫） 

評価場面や評価方法等の具体例 
「知識・技能」⋈ 
○評価場面 

ᄑ律、フレー६、反୮、変化などをよりどころにして、
「とんび」のශ想と音௫の構造やసဨの内容との関わりに
ついて気付く場面 
○評価方法 

第１、２、４フレー६のᄑ律の共通点や第３フレー६
が他の部分と違っていることに気付き、それを感じ取っ
たことや想൸したことと結び付けてワークシートなど
に書いたり発言したりすることができているかについ
て評価する。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「題材の目標」や「題材の評価規準」を踏まえ、

評価場面や評価方法等を計画する。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 

౫名「ශのとऎठॆうをとैइて表現しよう」（第４学年） 
内容のまとまり ل第３学年及び第４学年م「ڶ表現」(1)స 及びل共通事項(1)م 

(2)ஓ௫ 及びل共通事項(1)م 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校音௫64ۅ～55ۅ 参照） 

音௫科では、知識及び技能に関する資質・能力については個々のஆ立性が高く、知識と技能の
指導事項を個別に立てていることに対応し、知識と技能とに分けて評価します。その際、知識と
技能の評価場面や評価方法は異なることが考えられます。また、ل共通事項مのアが思考力、判
断力、表現力等に関する資質・能力として位置付けられました。ل共通事項مのアと各領域や分
野の事項アは一体的に捉えることが重要です。 

の評価規準においては、「知識・技能」の観点を通して「知識・技能」پ
ಀを付し、その後に知、技、知技のય分を表記している。 

ｰ 27 ｰｰ 26 ｰ
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 画ੵ作                  ৵学ૅ
 
＜画ੵ作科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

 。年間の図画工作科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿ですڲ
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

・対象や事象を捉える造形的な視点
について自分の感ಁや行ನを通
して理解している。 

・材料や用具を使い、表し方などを
工夫して、創造的につくったり表
したりしている。 

形や౦などの造形的な特ඉを基に、
自分のイメージをもちながら、造形
的なよさやしさ、表したいこと、
表し方などについて考えるととも
に、創造的に発想や構想をしたり、
作品などに対する自分の見方や感
じ方を深めたりしている。 

つくりだすಜびを味わい主体的に
表現及び༓ೖの学習活動に取り組
もうとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第 1 学年及び第 2 学年「A 表現」(1)ア、(2)ア、ل共通事項(1)مア、イ「造形ฉび」の例 
（１）図画工作科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

 「表現ڶ」
(1) 表現の活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 造形ฉびをする活動を通して、身近な自然物や人工の材料の形や౦などを基に造形的な活動を思い付くことや、感ಁ
や気持ちを生かしながら、どのように活動するかについて考えること。 

 「表現ڶ」
(2) 表現の活動を通して、技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 造形ฉびをする活動を通して、身近で扱いやすい材料や用具に十分に慣れるとともに、ధべたり、つないだり、積ん
だりするなど手や体全体の感ಁなどを働かせ、活動を工夫してつくること。 

 م共通事項ل
 。の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する「༓ೖڷ」及び「表現ڶ」 (1)

ア 自分の感ಁや行ನを通して、形や౦などに気付くこと。 
イ 形や౦などを基に、自分のイメージをもつこと。 

 

 
（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 

「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 

○「知識・技能」のポイント 
「知識」について 
・「知識」は、ل共通事項(1)مアから作成する。 
・文末は、学習の状況を評価することを踏まえて「～している」とする。 

「技能」について 
・「技能」は、「ڶ表現」(2)アから作成する。 
・文頭の「造形ฉびをする活動を通して、」は、「内容のまとまり」を示すものなのでచする。 
・文末は、学習の状況を評価することを踏まえて「～している」とする。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・「思考・判断・表現」は、「ڶ表現」(1)ア、ل共通事項(1)مイから作成する。ل共通事項(1)مイに続けて「ڶ表現」 

(1)アを示し、「自分のイメージをもつ。」を「自分のイメージをもちながら、」とする。 
 。アの文頭の「造形ฉびをする活動を通して、」は、「内容のまとまり」を示すものなのでచする(1)「表現ڶ」・
 。アの「造形的な活動を思い付くことや、」を「造形的な活動を思い付き、」とする(1)「表現ڶ」・
・文末は、学習の状況を評価することを踏まえて「～している」とする。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・「主体的に学習に取り組む態度」は、当該学年の「観点の趣旨」を踏まえて作成する。 
・「表現したり༓ೖしたりする学習活動」を「表現する学習活動」とする。 

（下） …知識及び技能のうち「知識」に関する内容 

（二重下）…知識及び技能のうち「技能」に関する内容 

（ణ） …思考力、判断力、表現力等に関する内容 

ｰ 28 ｰ
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＜画ੵ作科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第３学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

౫の目標の具体例 
○౫の目標 
(1) ・自分の感ಁや行ನを通して、形や౦などの組合せ 

による感じが分かる。 
・やのこऍりを適切に扱うとともに、前学年まで 

のや接着දなどについての経験を生かし、手や 
体全体を十分に働かせ、表したいことに合わせて 
表し方を工夫して表す。 

(2) ・を切ったり組み合わせたりして感じたことや想 
൸したことから、表したいことを見付け、形や౦ 
などを生かしながら、どのように表すかについて 
考える。 

・自分たちの作品の造形的なよさや面ஜさ、表した 
いこと、いろいろな表し方などについて、感じ取 
ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。 

・形や౦などの組合せによる感じを基に、自分のイ 
メージをもつ。 

(3) ・進んでを切ったり組み合わせたりして立体に表 
したり༓ೖしたりする活動に取り組み、つくりだ 
すಜびを味わうとともに、形や౦などに関わり௫ 
しく௹かな生活を創造しようとする。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

２ ౫の評価規準の作成 
○題材の評価規準は、「内容のまとまりごとの評価規準」から

作成する方法と、「内容のまとまりごとの評価規準」を踏ま
え、題材の目標から作成する方法が考えられる。なお、題材
の目標を、「（1）知識及び技能」「（2）思考力、判断力、
表現力等」「（3）学びに向かう力、人間性等」などに分け
ず、全体を一文にした場合などは、റするᆽ所が生じるこ
とが考えられるため、「内容のまとまりごとの評価規準」か
ら作成することが望ましい。 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
小学校図画工作 参照） 

１ ౫の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえて

作成する。 
○児童の実態、前題材までの学習状況等を踏まえて作成する。 

౫の評価規準の具体例 
○౫の評価規準 
「知識・技能」 

・自分の感ಁや行ನを通して、形や౦などの組合せによ
る感じが分かっている。 

・やのこऍりを適切に扱うとともに、前学年までの
や接着දなどについての経験を生かし、手や体全体を
十分に働かせ、表したいことに合わせて表し方を工夫
して表している。 

「思考・判断・表現」 
・形や౦などの組合せによる感じを基に、自分のイメー

ジをもちながら、を切ったり組み合わせたりして感
じたことや想൸したことから、表したいことを見付
け、形や౦などを生かしながら、どのように表すかに
ついて考えている。 

・形や౦などの組合せによる感じを基に、自分のイメー
ジをもちながら、自分たちの作品の造形的なよさや面
ஜさ、表したいこと、いろいろな表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げ
ている。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
つくりだすಜびを味わい進んでを切ったり組み合わ
せたりして立体に表したり༓ೖしたりする学習活動に
取り組もうとしている。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「指導と評価の計画」に沿って観点別学習状況の評価を行い、

児童の学習改善や教師の指導改善につなげる。 

４ 観点ごとの総括 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」 
○評価場面 
 切った（ൺ）を組み合わせるなどしながら表したいことを見
付け、どのように表すかについて考える場面 
○評価方法 

を組み合わせるなどしながら表したいことを見付け、どのよう
に表すのかを考えている様子を、観察する、問いかける、つぶやき
を捉えるなどして児童の学習状況を把握する。また、現時点の作品
を真にっておき、次時の指導に生かす。 

౫名「のऒऍり२ॡ२ॡেऽれる」（第３学年） 
内容のまとまり 第３学年及び第４学年「や立体、工作」、「༓ೖ」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校図画工作62ۅ～54ۅ 参照） 

図画工作科では、表現及び༓ೖの活動を通して、表現及び༓ೖに関する資質・能力を相互に関
連させた学習の充実が求められます。その際、ل共通事項مについては、表現及び༓ೖの指導と
併せて、十分な指導が行われるよう工夫する必要があります。例えば、一つの題材において、造
形活動と༓ೖ活動とが༼൬するような学習過程を設定することが考えられます。評価に当たって
は、その過程において、評価時期や評価場面、評価方法等を工夫して評価することが大切です。 

＜授業の実施＞ 

ｰ 28 ｰ ｰ 29 ｰ
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 ੇ ൦                   ৵学ૅ
 
＜ੇ൦科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

２年間の家൦科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

日常生活に必要な家ఔや家
൦、୫ક、ાや環境など
について理解しているととも
に、それらに係る技能を身に
付けている。 

日常生活の中から問題を見いだ
して課題を設定し、様々な解決方
法を考え、実践を評価・改善し、
考えたことを表現するなどして
課題を解決する力を身に付けて
いる。 

家ఔの一員として、生活をより
よくしようと、課題の解決に主
体的に取り組んだり、振り返っ
て改善したりして、生活を工夫
し、実践しようとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第５学年及び第ڲ学年「ڷ ୫કの生活」の (6)「適なકまい方」の例 
（１）家൦科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
  「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （6）適なકまい方
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ҵ) કまいの主な働きが分かり、ఛතの変化に合わせた生活の大切さやકまい方について理解すること。 
(Ҷ) કまいの整理・整ቕやの仕方を理解し、適切にできること。 

 
イ ఛතの変化に合わせたકまい方、整理・整ቕやの仕方を考え、適なકまい方を工夫すること。 

 （下）…知識及び技能に関する内容   
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 

○「知識・技能」のポイント 
・「知識・技能」については、基本的には、当該指導項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項アについて、

その文末を、「～を（～について）理解している」、「～を（～について）理解しているとともに、適切にできる」と
して、評価規準を作成する。 
 。の（1）については、その文末を「～に気付いている」として、評価規準を作成する「家ఔ・家൦生活ڶ」پ

○「思考・判断・表現」のポイント 
・「思考・判断・表現」については、教科の目標の�２�に示されている学習過程に沿って、「課題を解決する力」が身に付

いているのかを評価することになる。基本的には、当該指導項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項イに
ついて、その文末を教科の評価の観点及びその趣旨に基づき、「～について問題を見いだして課題を設定し、様々な解
決方法を考え、実践を評価・改善し、考えたことを表現するなどして課題を解決する力を身に付けている」として、
評価規準を作成する。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・「主体的に学習に取り組む態度」については、基本的には、当該指導項目で扱う指導事項ア及びイと教科の目標、評価の

観点及びその趣旨を踏まえて作成する。その際、対象とする指導内容は、指導項目のูを用いて示すこととする。具
体的には、①粘り強さ（知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組を行おうとする側面）、②自らの学習の調整（①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側
面）に加え、③実践しようとする態度を含めることを基本とし、その文末を「～について、課題の解決に向けて主体的
に取り組んだり（①）、振り返って改善したり（②）して、生活を工夫し、実践しようとしている（③）」として、評価
規準を作成する。 

ｰ 30 ｰ
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＜ੇ൦科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第５学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

౫の目標の具体例 
○౫の目標 

�1� ୫事の役割と୫事の大切さ、が国の伝ଁ的な配ᇉの
仕方、伝ଁ的な日常୫である৪න及びみそᅑの調理の
仕方について理解するとともに、それらに係る技能を
身に付ける。 

�2� おいしく୫べるために৪න及びみそᅑの調理計画や調
理の仕方について問題を見いだして課題を設定し、様々
な解決方法を考え、実践を評価・改善し、考えたこと
を表現するなどして課題を解決する力を身に付ける。 

�3� 家ఔの一員として、生活をよりよくしようと、୫事の
役割、伝ଁ的な日常୫である৪න及びみそᅑの調理の
仕方について、課題の解決に向けて主体的に取り組ん
だり、振り返って改善したりして、生活を工夫し、実
践しようとする。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

１ ౫の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえ

て作成する。 
○児童の実態、前題材までの学習状況等を踏まえて作成する。 

２ ౫の評価規準の作成 
○題材の評価規準は、「『指導と評価の一体化』のための学

習評価に関する参考資料（小学校家൦）」に示されている
「内容のまとまりごとの評価規準（例）」から、題材にお
いて指導する項目及び指導事項に関係する部分を抜き出
し、評価の観点ごとに整理・ଁ合、具体化するなどして作
成する。 

○家൦科の学習において評価を行う際には、学習指導要領に
おける各内容の各項目及び指導事項が2学年をまとめて示
されていることから、「題材の評価規準」を学習活動に即
して具体化する必要がある。 

౫の評価規準の具体例 
○౫の評価規準 
「知識・技能」 

・୫事の役割が分かり、日常の୫事の大切さについて理
解している。 

・調理に必要な材料の分量や手順が分かり、調理計画に
ついて理解している。 

・が国の伝ଁ的な配ᇉの仕方について理解していると
ともに、適切にできる。 

・伝ଁ的な日常୫である৪න及びみそᅑの調理の仕方を
理解しているとともに、適切にできる。 

「思考・判断・表現」 

「主体的に学習に取り組む態度」 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「題材の目標」や「題材の評価規準」を踏まえ、評価場面

や評価方法等を計画する。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 

評価場面や評価方法等の具体例 
「知識・技能」 
○評価場面 
・日常の୫事を振り返り、୫事の役割について話し合う場面 
・外国の୫ཬと日本の୫ཬの真を比較し、৪නとみそᅑを日常

的に୫べている理や৪නとみそᅑのよさについて考える場面 
○評価方法 

୫事の役割や日常の୫事の大切さ、৪න及びみそᅑがが国の
伝ଁ的な日常୫であることについて理解しているかを学習カーॻ
などの記述内容から評価する。 

౫名「おいしऎ作ौう ଁ的ऩଞ୫ ごम॒とみजᅑ」（第ڱ学年） 
内容のまとまり 第５学年 「ڷ ୫કの生活」(1)୫事の役割 

(2)調理の基礎 
（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校家൦51ۅ～44ۅ 参照） 

家൦科では、実践的・体験的な活動を中心とし、児童が学習の中で習得した知識及び技能を生
活の場で生かせるよう、児童の実態を踏まえた具体的な活動を設定し、指導することが重要です。
その際、例えば、おいしく調理するために、児童が考えたり創意工夫したりしたことについて評
価するだけでなく、それに向けて課題をもち、計画を立てて、実践を評価・改善するまでのプロ
७スについて評価することが大切です。 

おいしく୫べるために৪න及びみそᅑの調理計画や調
理の仕方について問題を見いだして課題を設定し、様
々な解決方法を考え、実践を評価・改善し、考えたこ
とを表現するなどして課題を解決する力を身に付けて
いる。

家ఔの一員として、生活をよりよくしようと、୫事の
役割、伝ଁ的な日常୫である৪න及びみそᅑの調理の
仕方について、課題の解決に向けて主体的に取り組ん
だり、振り返って改善したりして、生活を工夫し、実
践しようとしている。

ｰ 30 ｰ ｰ 31 ｰ
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 体                    ৵学ૅ
 
＜体科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

 。年間の体育科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿ですڲ
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

各種の運動の行い方につい
て理解しているとともに、
基本的な動きや技能を身に
付けている。また、身近な
生活における೨・全に
ついて実践的に理解してい
るとともに、基本的な技能
を身に付けている。 

自己の運動の課題を見付け、その
解決のための活動を工夫してい
るとともに、それらを他者に伝え
ている。また、身近な生活におけ
る೨に関する課題を見付け、そ
の解決を目指して思考し判断し
ているとともに、それらを他者に
伝えている。 

運動の௫しさやಜびを味わうこ
とができるよう、運動に進んで取
り組もうとしている。また、೨
を大切にし、自己の೨の保持ੜ
進についての学習に進んで取り
組もうとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第 1 学年及び第 2 学年「ڷ ஓ༊・ஓ具を使っての運動ฉび」の例 
（１）体育科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。  
   「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

  

○「知識・技能」のポイント 
・「知識」については、学習指導要領の内容の「(1) 次の運動ฉびの௫しさに触れ、その行い方を知ると

ともに、その動きを身に付けること。」の「その行い方を知る」と示している部分が該当し、評価規準
は、「～の行い方を知っている。」として作成することができる。 

・「技能」については、「その動きを身に付ける」と示している部分が該当し、評価規準は、「～の動き
を身に付けている。」として作成することができる。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・「思考・判断」については、学習指導要領の内容の「(2) ஓ༊・ஓ具を用いた簡単なฉび方を工夫する

とともに、考えたことを௵に伝えること。」の「ஓ༊・ஓ具を用いた簡単なฉび方を工夫する」と示
している部分が該当し、評価規準は、「ஓ༊・ஓ具を用いた簡単なฉび方を工夫している。」として作
成することができる。 

・「表現」については、「考えたことを௵に伝えること。」と示している部分が該当し、評価規準は、
「考えたことを௵に伝えている。」として作成することができる。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・「主体的に学習に取り組む態度」については、学習指導要領の内容の「(3) 運動ฉびに進んで取り組み、

順やきまりをஹり誰とでもൎよく運動をしたり、場やஓ༊・ஓ具の全に気を付けたりすること。」
のすべてが該当し、評価規準は、「運動ฉびに進んで取り組もうとし、順やきまりをஹり誰とでもൎ
よく運動をしようとしていたり、場やஓ༊・ஓ具の全に気を付けたりしている。」として作成するこ
とができる。 

ஓ༊・ஓ具を使っての運動ฉびについて、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
(1) 次の運動ฉびの௫しさに触れ、その行い方を知るとともに、その動きを身に付けること。 

ア ಕ定施設を使った運動ฉびでは、ఃり下りやೃႄ行、நり歩きやລび下りをすること。 
イ マットを使った運動ฉびでは、いろいろな方向へのૡがり、手で支えての体の保持や回ૡをすること。 
क़ ள༈を使った運動ฉびでは、支持してのณれや上がり下り、ぶら下がりや易しい回ૡをすること。 
ग़ ລびຢを使った運動ฉびでは、ລびଭりやລび下り、手を着いてのまたऍଭりやまたऍ下りをすること。 

(2) ஓ༊・ஓ具を用いた簡単なฉび方を工夫するとともに、考えたことを௵に伝えること。 
(3) 運動ฉびに進んで取り組み、順やきまりをஹり誰とでもൎよく運動をしたり、場やஓ༊・ஓ具の全

に気を付けたりすること。 （下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
(）…学びに向かう力、人間性等に関する内容 
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＜体科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第２学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 単元の目標の具体例 
○単元の目標 
(1) マットを使った運動ฉびの行い方を知るとともに、

いろいろな方向にૡがったり、手で支えての体の保持
や回ૡをしたりしてฉぶことができるようにする。 

(2) マットを使った簡単なฉび方を工夫するとともに、
考えたことを௵に伝えることができるようにする。 

(3) マットを使った運動ฉびに進んで取り組み、順や
きまりをஹり誰とでもൎよく運動をしたり、場の全
に気を付けたりすることができるようにする。 

２ 単元の評価規準の作成 
○「内容のまとまりごとの評価規準」と指導計画における児童

の活動を考慮し、児童の学びの姿としてより具体化した評価
規準を作成する。 

○各観点とも複数個に細分化した評価規準を想定するが、順性
を示すものではないことに留意する。 

１ 単元の目標の作成 
○学習指導要領本文（以下、「本文」と表す。）を参考に設定

することができる。 
○本文に示された内容は、各領域において育成を目指す資質・

能力であるため、学習指導要領の趣旨等に基づく指導上の目
標と捉えることができる。 

○単元の目標の語ஏは、「～することができるようにする」と
表記する。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 
①マットを使った運動ฉびの行い方について、言った 
 り実際に動いたりしている。 
②マットに背中やなどをつけていろいろな方向にૡ

がってฉぶことができる。 
③手や背中で支えてಗ立ちをしたり、体を反らせたり 
 してฉぶことができる。 
「思考・判断・表現」 
①௳道やジグ२グなどの複数のコースでいろいろな方 

向にૡがることができるような場を選んでいる。 
②ฏで支えながら動したり、ಗさまになったりする 

動きを選んでいる。 
③௵のよい動きを見付けたり、自分で考えたりした 

ことを௵に伝えたり書いたりしている。 
「主体的に学習に取り組む態度」 
①動物の真๚をしてฏで支えながら動したり、ૡが 
 ったりするなどの運動ฉびに進んで取り組もうとし 
 ている。 
②順やきまりをஹり誰とでもൎよく運動ฉびをしよ 
 うとしている。 
③場の準やൺ付けを௵と一คにしようとしている。 
⋊場の全に気を付けている。 

授業の構想と学習評価の流れ 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価場面や

評価方法等を計画する。 

＜授業の実施＞ 

４ 観点ごとの総括 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」⋉ 
○評価場面 
 ௵のよい動きを見付けたり、自分で考えたりしたことを௵に伝

えたり書いたりする場面 
○評価方法 
・௵の動きを見て、௫しいところや工夫しているところなどを௵ 

や教師に伝えているかを評価する。（観察） 
・自分の動きやグループでのฉび方で工夫したことを言ったり書い 

たりしているかを評価する。（観察・カーॻ） 

単元名「ঐॵトをઞढたઈ動ฉび」（第２学年） 
内容のまとまり 第１学年及び第２学年「ڷ ஓ༊・ஓ具を使っての運動ฉび」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校体育57ۅ～50ۅ 参照） 

体育科では、従前の「技能」は「知識・技能」に整理されました。児童が運動の行い方を「分かっ
ているけどできない」のか「分からなくてできない」のかを教師がഛႠに見取り、「分かっている」
ことを認めつつ、それが「できる」につながる指導と評価を行うことが大切です。また、従前の「思
考・判断」は「思考・判断・表現」に整理されました。児童が自己の課題について、思考し判断した
ことを、言୴や文章及び動作などで表したり、௵や教師などに理をえて伝えたりする姿を見取
ることが大切です。 

P76～P95、36ۅ～34ۅ保領域については、「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校体育پ 参照 
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 体                    ৵学ૅ
 
＜体科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

 。年間の体育科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿ですڲ
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

各種の運動の行い方につい
て理解しているとともに、
基本的な動きや技能を身に
付けている。また、身近な
生活における೨・全に
ついて実践的に理解してい
るとともに、基本的な技能
を身に付けている。 

自己の運動の課題を見付け、その
解決のための活動を工夫してい
るとともに、それらを他者に伝え
ている。また、身近な生活におけ
る೨に関する課題を見付け、そ
の解決を目指して思考し判断し
ているとともに、それらを他者に
伝えている。 

運動の௫しさやಜびを味わうこ
とができるよう、運動に進んで取
り組もうとしている。また、೨
を大切にし、自己の೨の保持ੜ
進についての学習に進んで取り
組もうとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第 1 学年及び第 2 学年「ڷ ஓ༊・ஓ具を使っての運動ฉび」の例 
（１）体育科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。  
   「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

  

○「知識・技能」のポイント 
・「知識」については、学習指導要領の内容の「(1) 次の運動ฉびの௫しさに触れ、その行い方を知ると

ともに、その動きを身に付けること。」の「その行い方を知る」と示している部分が該当し、評価規準
は、「～の行い方を知っている。」として作成することができる。 

・「技能」については、「その動きを身に付ける」と示している部分が該当し、評価規準は、「～の動き
を身に付けている。」として作成することができる。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・「思考・判断」については、学習指導要領の内容の「(2) ஓ༊・ஓ具を用いた簡単なฉび方を工夫する

とともに、考えたことを௵に伝えること。」の「ஓ༊・ஓ具を用いた簡単なฉび方を工夫する」と示
している部分が該当し、評価規準は、「ஓ༊・ஓ具を用いた簡単なฉび方を工夫している。」として作
成することができる。 

・「表現」については、「考えたことを௵に伝えること。」と示している部分が該当し、評価規準は、
「考えたことを௵に伝えている。」として作成することができる。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・「主体的に学習に取り組む態度」については、学習指導要領の内容の「(3) 運動ฉびに進んで取り組み、

順やきまりをஹり誰とでもൎよく運動をしたり、場やஓ༊・ஓ具の全に気を付けたりすること。」
のすべてが該当し、評価規準は、「運動ฉびに進んで取り組もうとし、順やきまりをஹり誰とでもൎ
よく運動をしようとしていたり、場やஓ༊・ஓ具の全に気を付けたりしている。」として作成するこ
とができる。 

ஓ༊・ஓ具を使っての運動ฉびについて、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
(1) 次の運動ฉびの௫しさに触れ、その行い方を知るとともに、その動きを身に付けること。 

ア ಕ定施設を使った運動ฉびでは、ఃり下りやೃႄ行、நり歩きやລび下りをすること。 
イ マットを使った運動ฉびでは、いろいろな方向へのૡがり、手で支えての体の保持や回ૡをすること。 
क़ ள༈を使った運動ฉびでは、支持してのณれや上がり下り、ぶら下がりや易しい回ૡをすること。 
ग़ ລびຢを使った運動ฉびでは、ລびଭりやລび下り、手を着いてのまたऍଭりやまたऍ下りをすること。 

(2) ஓ༊・ஓ具を用いた簡単なฉび方を工夫するとともに、考えたことを௵に伝えること。 
(3) 運動ฉびに進んで取り組み、順やきまりをஹり誰とでもൎよく運動をしたり、場やஓ༊・ஓ具の全

に気を付けたりすること。 （下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
(）…学びに向かう力、人間性等に関する内容 
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 ਗ国語                   ৵学ૅ
 
＜ਗ国語科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

２年間の外国語科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている児童の姿です。 
観点  現表・断判・考思 能技・識知 主体的に学習に

取り組む態度 

趣旨 

・外国語の音声や文ஊ、語៲、表現、文構造、
言語の働きなどについて、日本語と外国語と
の違いに気付き、これらの知識を理解している。 

・読むこと、書くことに慣れ親しんでいる。 
・外国語の音声や文ஊ、語៲、表現、文構造、

言語の働きなどの知識を、聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことによる実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる基礎的な技
能を身に付けている。 

・コミュニケーションを行う目的や場面、状
況などに応じて、身近で簡単な事柄につい
て、聞いたり話したりして、自分の考えや
気持ちなどを伝え合っている。 

・コミュニケーションを行う目的や場面、状
況などに応じて、音声で十分慣れ親しんだ
外国語の語៲や基本的な表現を推測しなが
ら読んだり、語順を意識しながら書いたり
して、自分の考えや気持ちなどを伝え合っ
ている。 

外国語の背景にあ
る文化に対する理
解を深め、他者に
配慮しながら、主
体的に外国語を用
いてコミュニケー
ションを図ろうと
している。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 
（１）外国語科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

外国語科における「内容のまとまり」は、五つの領域（「聞くこと」「読むこと」「話す
ことنやり取りه」「話すことن発表ه」「書くこと」）です。 

五つの領域別の目標の記述は、資質・能力の三つの柱を総合的に育成する観点から、各々
を三つの柱に分けずに、一文ずつの能力記述文で示しています。 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまり（五つの領域）ごとの評価規準」
を作成します。 
「ઍのऽとऽり（णの୩ୠ）ごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校外国語・外国語活動32ۅ～30ۅ 参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「知識・技能」のポイント 
・「知識」については、小学校学習指導要領「２ 内容ل第５学年及び第ڲ学年م」のل知識及び技能مにおける「�1� ஶ語の

特ඉやきまりに関する事項」に記されていることを指しており、それらの事項を理解している状況を評価する。 
・「技能」について、 
ٕ 「聞くこと」は、実際のコミュニケーションにおいて、自分のことや身近で簡単な事柄についての簡単な語や基本的な

表現、日常生活に関する身近で簡単な事柄についての具体的な情報を聞き取ったり、日常生活に関する身近で簡単な事柄
についての短い話の概要を捉えたりする技能を身に付けている状況を評価する。 

ٕ 「読むこと」は、実際のコミュニケーションにおいて、活ஊ体で書かれた文ஊを識別し、その読み方�ู�を発音する技
能を身に付けている状況や、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語や基本的な表現を読んで意味が分かっている状況を評
価する。 

ٕ 「話すことنやり取りه」は、実際のコミュニケーションにおいて、指示、ൂ頼をしたり、それらに応じたりする技能を
身に付けている状況、日常生活に関する身近で簡単な事柄についての自分の考えや気持ちなどを伝え合う技能や、自分や
相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について、その場で質問をしたり質問に答えたりして、伝え合う技能を身に付
けている状況を評価する。 

ٕ 「話すことن発表ه」は、実際のコミュニケーションにおいて、日常生活に関する身近で簡単な事柄や自分のことについ
て話す技能を身に付けている状況や、身近で簡単な事柄についての自分の考えや気持ちなどを話す技能を身に付けている
状況を評価する。 

ٕ なお、指導する単元で扱う言語材料が提示された状況で、それらを用いて自分の考えや気持ちなどを伝え合ったり話した
りする技能を身に付けている状況か否かを評価するのではなく、使用する言語材料の提示がない状況において、それらを
用いて自分の考えや気持ちなどを伝え合ったり話したりする技能を身に付けている状況か否かについて評価する。 

ٕ また、小学校学習指導要領「２ 内容ل第５学年及び第ڲ学年م」のل知識及び技能مにおける「�1�ஶ語の特ඉやきまり
に関する事項」に記されている「音声」の特ඉを捉えて話すことについては、それ自体を観点別評価の規準とはしないが、
ネイテॕブ・スআーカーやஶ語がቄ能な域人材を活用したり、ॹジॱル教材等を活用したりして適切に指導を行う。 

ٕ 「書くこと」は、実際のコミュニケーションにおいて、大文ஊ、小文ஊを活ஊ体で書く技能を身に付けている状況や、音
声で十分に慣れ親しんだ簡単な語や基本的な表現を書きしたり、自分のことや身近で簡単な事柄について、音声で十
分に慣れ親しんだ簡単な語や基本的な表現を用いて書いたりする技能を身に付けている状況を評価する。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
 ・上記「技能」の五つの領域の内容について、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて「～している」状況

を評価する。 
○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

・「主体的に学習に取り組む態度」は、外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的に外国語
を用いてコミュニケーションを図ろうとしている状況を評価する。 

・上記「技能」の五つの領域の内容について、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、「～しようとして
いる」状況を評価する。 

・上記の側面と併せて、言語活動への取組に関して見通しを立てたり振り返ったりして自らの学習を自ಁ的に捉えている状
況についても、特定の領域・単元だけではなく、年間を通して評価する。 
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＜ਗ国語科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第５学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 

  
 
 
  
 
 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

２ 単元の評価規準の作成 
○「単元ごとの目標」を踏まえて設定する。 
○各単元で取り扱う事柄や、言語の特ඉや決まりに関する事項

（言語材料）、当該単元の中心となる言語活動において設定す
るコミュニケーションを行う目的や場面、状況、取り扱う話
題などに即して設定する。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準（「ୂऎऒと」） 
「知識・技能」 
ٛ知識ٜ 

月日の言い方や、I like/want ～ . Do you like/want
～ ? What do you like/want? When is your 
birthday?、その答え方について理解している。 

ٛ技能ٜ 
ไ生日やきなもの、欲しいものなど、具体的な情報を
聞き取る技能を身に付けている。 

「思考・判断・表現」 
相手のことをよく知るために、ไ生日やきなもの、欲
しいものなど、具体的な情報を聞き取っている。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
相手のことをよく知るために、ไ生日やきなもの、欲し
いものなど、具体的な情報を聞き取ろうとしている。 

○単元の評価規準（「ਵघऒとنやり取りه」） 
「知識・技能」 
ٛ知識ٜ 

月日の言い方や、I like/want ～ . Do you like/want 
～ ? What do you like/want? When is your 
birthday?、その答え方について理解している。 

ٛ技能ٜ 
ไ生日やきなもの、欲しいものなどについて、I 
like/want ～ . Do you like/want ～ ? What do you 
like/want ～ ? When is your birthday?等を用いて、
考えや気持ちなどを伝え合う技能を身に付けている。 

「思考・判断・表現」 
自分のことをよく知ってもらったり相手のことをよく知
ったりするために、自分や相手のไ生日やきなもの、
欲しいものなどについて、お互いの考えや気持ちなどを
伝え合っている。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
自分のことをよく知ってもらったり相手のことをよく知
ったりするために、自分や相手のไ生日やきなもの、
欲しいものなどについて、お互いの考えや気持ちなどを
伝え合おうとしている。 

単元の目標の具体例   
○単元の目標 

自分のことをよく知ってもらったり相手のことをよく知
ったりするために、相手のไ生日やきなもの、欲しいもの
など、具体的な情報を聞き取ったり、ไ生日やきなもの、
欲しいものなどについて伝え合ったりできる。また、アルフ॓
ঋットの活ஊ体の大文ஊを書くことができる。 
なお、本単元における「書くこと」については目標に向けپ

て指導は行うが、本単元内で記録に残す評価は行わない。 

１ 単元の目標の作成 
○「五つの領域別の『学年ごとの目標』」を踏まえるとともに、

各単元で取り扱う事柄や、言語の特ඉや決まりに関する事項
（言語材料）、当該単元の中心となる言語活動において設定
するコミュニケーションを行う目的や場面、状況、取り扱う
話題などに即して設定する。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価場面や

評価方法等を計画する。 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」 
○評価場面 

自分のことをよく知ってもらったり相手のことをよく知った
りするために、ไ生日やきなもの、欲しいものなどについてག
ねたり答えたりして伝え合う場面 
○評価方法 

自分のことをよく知ってもらったり相手のことをよく知った
りするために、ไ生日やきなもの、欲しいものなどについてག
ねたり答えたりして伝え合っているかを評価する。ٛ行動観察ٜ 
 

単元名We Can! 1 Unit 2「When is your birthday?」（第ڱ学年） 
内容のまとまり 「聞くこと」「話すこと[やり取り]」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校外国語・外国語活動57ۅ～45ۅ 参照） 

外国語科では、学習指導要領においては言語「ஶ語」の目標を五つの領域別で示しており、学
年ごとの目標を示していません。このため、「外国語科の目標」、「五つの領域別の目標」、「内容
のまとまりごとの評価規準」等に基づき、各学校が児童の実態等に応じて「学年ごとの目標」、「五
つの領域別の『学年ごとの目標』」を設定した上で、「単元ごとの目標」及び「単元ごとの評価規
準」を作成することが大切です。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 

ｰ 35 ｰ
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 国 語                    র学ૅ
 
＜国語科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

３年間の国語科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

社会生活に必要な国語につい
て、その特質を理解し適切に使
っている。 

「話すこと・聞くこと」、「書
くこと」、「読むこと」の各領
域において、社会生活における
人との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりしている。 

言୴を通じて積極的に人と関わ
ったり、思いや考えを深めたり
しながら、言୴がもつ価値を認
識しようとしているとともに、
言語感ಁを௹かにし、言୴を適
切に使おうとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

国語科においては、学習指導要領の「２ 内容」の記載は、そのまま学習指導の目標となりう
るものです。育成を目指す資質・能力（指導事項）の文末を、「～すること」から「～している」
と変更することで、「内容のまとまりごとの評価規準」となります。国語科では、「内容のまとま
りごとの評価規準」を単元の評価規準とすることができます。 

 
（１）国語科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

 
 
 
 

 
 
 。は「思考・判断・表現」と対応していますم思考力、判断力、表現力等ل、は「知識・技能」م知識及び技能لپ
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
   「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 

一年間を通して、当該学年に示された指導事項を身に付けることができるよう指導することを基本とする。 
○「知識・技能」のポイント 

・基本的に、当該単元で育成を目指す資質・能力に該当するل知識及び技能مの指導事項について、その文
末を「～している。」として、「知識・技能」の評価規準を作成する。なお、育成したい資質・能力に照
らして、指導事項の一部を用いて評価規準を作成することもある。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・基本的に、当該単元で育成を目指す資質・能力に該当するل思考力、判断力、表現力等مの指導事項につ

いて、その文末を「～している。」として、「思考・判断・表現」の評価規準を作成する。なお、育成した
い資質・能力に照らして、指導事項の一部を用いて評価規準を作成することもある。 

・評価規準のྋ頭には、当該単元で指導する一領域を「（領域を入れる）において、」と明記する。 
○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

・①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組
を行おうとする側面と、②①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面の双方を適
切に評価できる評価規準を作成する。文末は「～しようとしている。」とする。「学年別の評価の観点の
趣旨」においては、主として、①に関しては「言୴を通じて積極的に人と関わったり」、②に関しては「思
いや考えを確かなものにしたりしながら（思いや考えを広げたり深めたりしながら）」が対応する。①、
②を踏まえ、当該単元で育成する資質・能力と言語活動に応じて文言を作成する。 

⋜ٕ２ র学ૅౣ 

内容の 
まとまり 

 م知識及び技能ل
(1) 言୴の特ඉや使い方に関する事項 
(2) 情報の扱い方に関する事項 
(3) が国の言語文化に関する事項 

 م思考力、判断力、表現力等ل
 話すこと・聞くことڶ
 書くことڷ
 読むことڸ

該当する指導事項は
ない 

評価の観点  現表・断判・考思 能技・識知 主体的に学習に 
取り組む態度 

 

ｰ 36 ｰ
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＜国語科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第１学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標及び設定した言語活動の具体例 
○単元の目標 
(1) 事象や行ನ、心情を表す語の量をੜすと

ともに、話や文章の中で使うことを通して、
語感を༿き語៲を௹かにすることができる。
 क़(1)م知識及び技能ل

(2) 目的や場面に応じて、日常生活の中から話
題を決め、集めた材料を整理し、伝え合う内
容を検討することができる。ل思考力、判断
力、表現力等(1)ڶمア 

(3) 相手の反応を踏まえながら、自分の考えが
分かりやすく伝わるように表現を工夫するこ
とができる。ل思考力、判断力、表現力等ڶم
�1�क़ 

(4) 言୴がもつ価値に気付くとともに、進んで
読書をし、が国の言語文化を大切にして、
思いや考えを伝え合おうとする。「学びに向
かう力、人間性等」 

○設定した言語活動 
新たに知った言୴をງஂする。 
（関連ل؟思考力、判断力、表現力等ڶم�2)ア） 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

２ 単元の評価規準の作成 
○国語科においては、指導事項に示された資質・能力を確

実に育成するため、基本的には「内容のまとまりごとの
評価規準」が単元の評価規準となる。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価場

面や評価方法等を計画する。 

１ 単元の目標と言語活動の設定 
○指導事項を基に、以下の３点について単元の目標を設定

する。 
（１）「知識及び技能」の目標 
（２）「思考力、判断力、表現力等」の目標 
（３）「学びに向かう力、人間性等」の目標 
○単元の目標を実現するために適した言語活動を、言語活

動例を参考にして位置付ける。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 
①事象や行ನ、心情を表す語の量をੜすとと

もに、話や文章の中で使うことを通して、語
感を༿き語៲を௹かにしている。（(1)क़） 

「思考・判断・表現」 
①「話すこと・聞くこと」において、目的や場

面に応じて、日常生活の中から話題を決め、
集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討し
ている。（(1)ڶア） 

②「話すこと・聞くこと」において、相手の反応
を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝
わるように表現を工夫している。（ڶ�1)क़） 

「主体的に学習に取り組む態度」 
①粘り強く表現を工夫し、学習の見通しをもって

新たに知った言୴をງஂしようとしている。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」① 
○評価場面 
 「語៲手」（日頃から、新しく知った語៲を書き留めている
手）などから、自分が௵にງஂしたい言୴を決める場面 
○評価方法 

ງஂする言୴についてノートに書かせ、目的や場面、相手な
どを考えて、その言୴に関するग़আ९ーॻなどの話す材料を整
理しながらスআーॳの内容を検討しているかを確認する。 

単元名「ৗたに知ढた言୴をງஂघる ୂعऌুをਔ識してਵघع」（第１学年） 
内容のまとまり 第１学年ل知識及び技能(1)م「言୴の特ඉや使い方に関する事項」(1)क़ 

A」م思考力、判断力、表現力等ل               話すこと・聞くこと」(1)ア・क़ 
（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校国語49ۅ～42ۅ 参照） 

国語科では、年間指導計画を基に、当該単元で取り上げて指導する指導事項等を確定し、身に
付けさせたい力を明確にします。そして、その指導事項等を指導するのに最適な言語活動を設定
し、単元の目標を確定します。その上で、単元の評価規準を設定し、評価の時期や場面、方法を
精選し、単元のどの段階でどの評価規準に基づいて評価するかを決めていくことが大切です。 

ｰ 36 ｰ ｰ 37 ｰ
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  ভ                   র学ૅ
 
＜ভ科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

3 年間の社会科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

が国の国ଅとഄఴ、現৻の政
、経ੋ、国際関係等に関して
理解しているとともに、調査や
諸資料から様々な情報を効果的
に調べまとめている。 

社会的事象の意味や意義、特౦や相互の
関連を多面的・多角的に考察したり、社
会に見られる課題の解決に向けて選択・
判断したり、思考・判断したことを説明
したり、それらを基に議論したりしている。 

社会的事象について、国家及び社会
の担い手として、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に解決し
ようとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 
م理的分野َل  ऩୠُ(1)「਼ੀ各の人々の生活と環境」の例رੀの਼ ڷ
（１）社会科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

場所や人間と自然環境との相互ൂோ関係などに着目して、課題を追究したり解決したりする活動を通して、次の事項を身に
付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識を身に付けること。 

(ҵ) 人々の生活は、その生活が営まれる場所の自然及び社会的੯から୶を受けたり、その場所の自然及び社会的੯に
୶をଖえたりすることを理解すること。 

(Ҷ) ਼ੀ各における人々の生活やその変容を基に、਼ੀの人々の生活や環境の多様性を理解すること。その際、਼ੀの主
な教の分ഘについても理解すること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
 (ҵ) ਼ੀ各における人々の生活の特౦やその変容の理を、 

その生活が営まれる場所の自然及び社会的੯などに着目し 
て多面的・多角的に考察し、表現すること。 

（２）以下のْ 観点ごとのポイント をٓ踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 م分野共通の留意事項ل  

 م各分野の留意事項ل

○「知識・技能」のポイント 
・「知識」については、学習指導要領に示す「２ 内容」の「知識」に関わる事項に示された「…理解すること」の記述を

当てはめ、それを生徒が「…理解している」かどうかの学習状況として表すこととする。 
・「技能」については、学習指導要領に示す「２ 内容」の「技能」に関わる事項に示された「…身に付けること」の記述

を当てはめ、それを生徒が「…身に付けている」かどうかの学習状況として表すこととする。ただし、「技能」につい
ては、学習指導要領の「内容のまとまり」（中項目）中に記載のあるもののみ、それを表している。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・「思考・判断・表現」については、学習指導要領に示す「２ 内容」の「思考力、判断力、表現力等」に関わる事項に示

された「…考察（、構想）し、表現すること」の記述を当てはめ、それを生徒が「…考察（、構想）し、表現している」
かどうかの学習状況として表すこととする。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・「主体的に学習に取り組む態度」については、学習指導要領に示す「２ 内容」に「学びに向かう力、人間性等」に関わ

る事項が示されていないことから、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する場合、「分野別の評価の観点及びそ
の趣旨」における「主体的に学習に取り組む態度」を基に、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

・その際、「評価の観点及びその趣旨」のྋ頭に示された「…について」の部分は、この「内容のまとまり」で対象とす
る、学習指導要領上の「諸事象」を当てはめることとし、「よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的
に追究（、解決）しようとしている（理的分野・ഄఴ的分野）」か、「現৻社会に見られる課題の解決を視野に主体
的に社会に関わろうとしている（ਁড়的分野）」かどうかの学習状況として表すこととする。 

ٌ理的分野ٌٍഄఴ的分野ٍ 
・「主体的に学習に取り組む態度」における「追究（、解決）しようとしている」部分の表現について、「思考・判断・表

現」の「内容のまとまりごとの評価規準」に「構想」の語を記載した項目のみ「追究、解決しようとしている」と表現し、
他は「追究しようとしている」と表現し、書き分けている。 

ٌഄఴ的分野ٍ 
・「知識・技能」について、学習指導要領上の当該項目中に「自らが生活する域や受け継がれてきた伝ଁや文化への関心

をもって」との記載がある(2)ڶ「身近な域のഄఴ」のみ、それを「主体的に学習に取り組む態度」の対象として動
し、そのྋ頭に་して表している。 

ٌਁড়的分野ٍ 
・「思考・判断・表現」について、「２ 内容」の各中項目のྋ頭に「…に着目して」と示された視点を、それぞれの記載

の文頭に་して表している。（社会科のまとめとなるＤ(2)「よりよい社会を目指して」のみ、「社会的な見方・考え方
を働かせ」を་して表している。） 

（下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
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＜ভ科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

ഄఴ的分野の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

評価場面や評価方法の具体例 
「思考・判断・表現」 
○評価場面 

小単元の学習課題「ଅ時৻の文化は、それ以前の文化と
どのような違いがあるのだろうか、またその違いはどのような政
や社会の動きから生まれたのだろうか」について、各次でワー
クシートに記入した事柄を踏まえて考察する場面 
○評価方法 

交易の広がりとその୶、ଁ一政ਥの諸政策の目的などに着
目して、小単元の学習課題について考察し、結果を表現してい
るかについて、ワークシート等の記述内容から評価する。 

単元の目標の具体例 
○単元の目標 
・近਼の日本の大きな流れを、਼ੀのഄఴを背景に、時৻の特౦

を踏まえて理解するとともに、諸資料からഄఴに関する様々な
情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

・近਼の日本に関わる事象の意味や意義、伝ଁと文化の特౦など
を、時期や年৻、推、比較、相互の関連や現在とのつながり
などに着目して多面的・多角的に考察したり、思考したことを
説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

・近਼の日本に関わる諸事象について、そこで見られる課題を主
体的に追究、解決しようとする態度を養う。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 
・চーロッパ人来ఫの背景とその୶、織ি・௹෦によるଁ一事

業とその当時の対外関係、૱లやൻૹなどの生活文化の展৫な
どを基に、諸資料からഄఴに関する様々な情報を効果的に調べ
まとめ、近਼社会の基礎がつくられたことを理解している。 

・ૺొਿの成立と大ଁ制、身分制と੨の様子、ำ国などの
ొਿの対外政策と対外関係などを基に、諸資料からഄఴに関す
る様々な情報を効果的に調べまとめ、ొਿとᇲによる支配が確
立したことを理解している。 

・産業や交通の発、教育の及と文化の広がりなどを基に、諸
資料からഄఴに関する様々な情報を効果的に調べまとめ、人
文化が都を中心に形成されたことや、各方の生活文化が生
まれたことを理解している。 

・社会の変動や৪諸国の接近、ొਿの政改革、新しい学問・
思想の動きなどを基に、諸資料からഄఴに関する様々な情報を
効果的に調べまとめ、ొਿの政が次第に行き൵まりをみせた
ことを理解している。 

「思考・判断・表現」 
・交易の広がりとその୶、ଁ一政ਥの諸政策の目的、産業の発

と文化の担い手の変化、社会の変化とొਿの政策の変化など
に着目して、事象を相互に関連付けるなどして、近਼の社会の
変化の様子を多面的・多角的に考察し、表現している。 

・近਼の日本を大観して、時৻の特౦を多面的・多角的に考察し、
表現している。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
・近਼の日本について、見通しをもって学習に取り組もうとし、

学習を振り返りながら課題を追究しようとしている。 
・学習を振り返るとともに、次の学習へのつながりを見いだそう

としている。 

授業の構想と学習評価の流れ 

１ 単元の目標の作成 
・学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえ 

て作成する。 
・生徒の実態、前単元までの学習状況等を踏まえて作成する。 

２ 単元の評価規準の作成 
○「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

資料 中学校社会」に示された、「内容のまとまりごとの
評価規準（例）」は、学習指導要領の各「中項目」の記載
事項を基に作成されており、各校において実際に作成され
る各単元、各授業における評価規準を作成する際の基本の
形となる。 

○「『内容のまとまり』＝単元」、「『内容のまとまり』ٜ単
元」、「『内容のまとまり』ٛ単元」のように、各分野の項
目構成の特౦を踏まえた上で、「内容のまとまりごとの評価
規準（例）」を基に、「単元の評価規準」を作成する。 

＜授業の実施＞ 

４ 観点ごとの総括 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価場面

や評価方法等を計画する。 
における中項目については、そڸ、ڷഄఴ的分野の大項目پ

れぞれが一つの大きな単元としての学習のまとまりをもっ
た構造になっているため、中項目ごとの「内容のまとまり
ごとの評価規準」を踏まえ、評価の計画を立てることが大
切である。 

に関わる学習活動や評価を「内容の取扱い」など「技能」پ
を参考に加えたり、より具体的に「主体的に学習に取り組
む態度」を示したりするなど、授業内容に即した「単元の
評価規準」に設定し直すことが大切である。 

社会科では、単元の指導計画に、生徒が深い学びを実現するために「社会的な見方・考え方」を働かせる
問いを、「単元を貫く問い」や「各次の問い」として設定することが大切です。また、観点別の学習状況に
ついての評価は、内容や時間のまとまりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、場面を
精選したり、生徒の反応、ノート、ワークシート、作品、ペーパーテストなど、評価方法を工夫したりして
行うことが大切です。 

単元名「਼のম」（ഄఴ的ী） 
内容のまとまり 「ڷ 近਼までの日本とアジア」(3)近਼の日本 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校社会 P62～P71 参照） 
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 ਯ 学                   র学ૅ
 
＜ਯ学科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

３年間の数学科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

・数量や図形などについての基
礎的な概念や原理・法則など
を理解している。 

・事象を数学化したり、数学的
に解したり、数学的に表
現・૪理したりする技能を身
に付けている。 

数学を活用して事象を論理的に考
察する力、数量や図形などの性質を
見いだしଁ合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡
ၷ・明ᐱ・的確に表現する力を身に
付けている。 

数学的活動の௫しさや数学のよ
さを実感して粘り強く考え、数
学を生活や学習に生かそうとし
たり、問題解決の過程を振り返
って評価・改善しようとしたり
している。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第１学年「A 数と式」（1）「正の数との数」の例 
（１）数学科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   
 

 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
   「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 正の数との数について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう
指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ҵ) 正の数との数の必要性と意味を理解すること。 
(Ҷ) 正の数との数の則計をすること。 
(ҷ) 具体的な場面で正の数との数を用いて表したり૪理したりすること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
(ҵ) 数で学習した数の則計と関連付けて、正の数との数の則計の方法を考察 

し表現すること。 
(Ҷ) 正の数との数を具体的な場面で活用すること。 

    
 
 

○「知識・技能」のポイント 
・基本的に、当該「内容のまとまり」で育成を目指す資質・能力に該当する「知識及び技能」

で示された内容をもとに、その文末を「～している」「～することができる」などとして評
価規準を作成する。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・基本的に、当該「内容のまとまり」で育成を目指す資質・能力に該当する「思考力、判断力、

表現力等」で示された内容をもとに、その文末を「～することができる」として評価規準を作
成する。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・基本的に、当該学年の「主体的に学習に取り組む態度」の観点の趣旨をもとに、当該「内容

のまとまり」で育成を目指す「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現力等」の指導事項
等を踏まえ、その文末を「～している」として評価規準を作成する。 
なお、各学年のଁ計に関わる「内容のまとまり」については、その文末に「多様な考えをپ

認め、よりよく問題解決しようとしている（１年؟多面的に捉え考えようとしている）」
などを加えて評価規準を作成する。 

（下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
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＜ਯ学科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第２学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標の具体例 
○単元の目標 
(1)  一次関数についての基礎的な概念や

原理・法則などを理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解した
り、数学的に表現・૪理したりする技能
を身に付ける。 

(2)  関数関係に着目し、その特ඉを表、式、
グラフを相互に関連付けて考察し表現
することができる。 

(3)  一次関数について、数学的活動の௫し
さや数学のよさを実感して粘り強く考
え、数学を生活や学習に生かそうとする
態度、問題解決の過程を振り返って評
価・改善しようとする態度を身に付ける。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

１ 単元の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえて作

成する。 
○生徒の実態、前単元までの学習状況等を踏まえて作成する。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 
①一次関数について理解している。 
②事象の中には一次関数として捉えられる

ものがあることを知っている。 
③二元一次方程式を関数を表す式とみるこ

とができる。 
⋊変化の割合やグラフの傾きの意味を理解

している。 
⋋一次関数の関係を表、式、グラフを用い

て表現したり、૪理したりすることがで
きる。 

「思考・判断・表現」 
①一次関数として捉えられる二つの数量に

ついて、変化や対応の特ඉを見いだし、
表、式、グラフを相互に関連付けて考察
し表現することができる。 

②一次関数を用いて具体的な事象を捉え考
察し表現することができる。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
①一次関数について考えようとしている。 
②一次関数について学んだことを生活や学

習に生かそうとしている。 
③一次関数を活用した問題解決の過程を振

り返って評価・改善しようとしている。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価場面や評

価方法等を計画する。 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」⋈ 
○評価場面 

現実的な事象における二つの数量の関係を理想化・単純化して一
次関数とみなして、表、式、グラフで表し、૪理するなどして知
の値を予測する場面 
○評価方法 

小テストを実施し、一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表
現することができるかどうかについて、記述内容から評価する。 

 

＜授業の実施＞ 

４ 観点ごとの総括 

単元名「一ઃঢ়ਯ」（第２学年） 
内容のまとまり 第２学年「ڸ関数」(1)「一次関数」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校数学50ۅ～41ۅ 参照） 

 数学科では、常に、「数学科の目標」と「学年の目標」との関連、そして領域相互の関連を考
え、「内容」の指導に当たっていくことが必要です。また、小・中・高等学校共通で数科・数
学科の目標の柱書に示されている「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学
的に考える資質・能力の育成を目指す」ことは、各学年の目標には柱書として示されていません
が、いずれの学年においても重要であり、指導と評価に際しては常に留意することが大切です。 

２ 単元の評価規準の作成 
単元の目標と「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考س

資料 中学校数学」に示された、「内容のまとまりごとの評価規準（例）」
を基に、単元の評価規準を作成する。その際、中学校学習指導要領の
内容におけるل用語・記ಀن、م内容の取扱いهの各事項も含めて評価
規準を設定する。また、「内容のまとまりごとの評価規準（例）」の中
には、そのまま位置付けることができるものもあるが、単元計画にお
ける学習指導の進め方との関係で、「内容のまとまりごとの評価規準」
の一つを二つ以上に分割して設定することや、学習指導で取り上げる
問題や教材等に即して設定することも考えられる。その際、該当する
中学校学習指導要領解説（数学編）の記述も参考にして設定する。 

ｰ 40 ｰ ｰ 41 ｰ



実
践
編
　
র
学
校

 - 42 -

 ৶ 科                   র学ૅ
 
＜৶科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

３年間の理科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

自然の事物・現象についての基
本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的
に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付
けている。 

自然の事物・現象から問題を見
いだし、見通しをもって観察、
実験などを行い、得られた結果
を分析して解し、表現するな
ど、科学的に探究している。 

自然の事物・現象に進んで関わ
り、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究し
ようとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第１分野 「(1)身近な物理現象」の例 
（１）理科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
  「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 のポイント「知識・技能」س
・学習指導要領の「２ 内容」における大項目の中のアの「次のこと」を「中項目」に৻え、「～を理解するとともに」

を「～を理解しているとともに」、「～を身に付けること」を「～を身に付けている」として、「内容のまとまりごとの評
価規準」を作成する。 

 のポイント「思考・判断・表現」س
・学習指導要領の「２ 内容」における大項目の中のイの「見いだして表現すること」を「見いだして表現している」とし

て、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
 のポイント「主体的に学習に取り組む態度」س

・「主体的に学習に取り組む態度」については、学習指導要領の「２ 内容」に育成を目指す資質・能力が示されていない
ことから、「分野別の評価の観点の趣旨」（第１分野）のྋ頭に記載されている「物質やग़ネルॠーに関する事物・現象」
を「（大項目）に関する事物・現象」に৻えて、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

(1)　身近な物理現象 
身近な物理現象についての観察、実験などを通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア　身近な物理現象を日常生活や社会と関連付けながら、次のことを理解するとともに、それらの観察、実験などに関す
る技能を身に付けること。 
(ҵ) と音 

ⱆ　の反ೝ・༽ീ 
の反ೝや༽ീの実験を行い、がやफ़ラスなどの物質の境ੀ面で反ೝ、༽ീするときの規則性を見いだして

理解すること。 
ⱇ　レン६の働き 

レン६の働きについての実験を行い、物体の位置と൸のでき方との関係を見いだして理解すること。 
ⱈ　音の性質 

音についての実験を行い、音はものが振動することによって生じ૬気中などを伝わること及び音の高さや大きさ
は発音体の振動の仕方に関係することを見いだして理解すること。 

(Ҷ) 力の働き 
ⱆ　力の働き 

物体に力を働かせる実験を行い、物体に力が働くとその物体が変形したり動き始めたり、運動の様子が変わった
りすることを見いだして理解するとともに、力は大きさと向きによって表されることを知ること。また、物体に働
く２力についての実験を行い、力がつり合うときの੯を見いだして理解すること。 

イ　身近な物理現象について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、の反ೝや༽ീ、レン६の働き、
音の性質、力の働きの規則性や関係性を見いだして表現すること。 

    
 

（下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
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＜৶科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第３学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標の具体例 
○単元の目標 
(1) 身近なଠ体とその運動に関する特ඉに着目

しながら、日ఢ運動と自ૡ、年ఢ運動とਁૡ
を理解するとともに、それらの観察、実験な
どに関する技能を身に付けること。 

(2) ଠ体の動きとૉの自ૡ・ਁૡについて、
ଠ体の観察、実験などを行い、その結果や資
料を分析して解し、ଠ体の動きとૉの自
ૡ・ਁૡについての特ඉや規則性を見いだし
て表現すること。また、探究の過程を振り返
ること。 

(3) ଠ体の動きとૉの自ૡ・ਁૡに関する事
物ҩ現象に進んで関わり、科学的に探究しよう
とする態度を養うこと。 

 

 

授業の構想と学習評価の流れ 

１ 単元の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏

まえて作成する。 
○生徒の実態、前単元までの学習状況等を踏まえて作成

する。 

２ 単元の評価規準の作成 
○単元（中項目）の評価規準は、「内容のまとまりごと

の評価規準」を基に、第１分野又は第２分野の評価の
観点の趣旨を踏まえて作成する。 

○「単元（中項目）の評価規準」を作成する。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 

身近なଠ体とその運動に関する特ඉに着目し
ながら、日ఢ運動と自ૡ、年ఢ運動とਁૡに
ついての基本的な概念や原理・法則などを理
解しているとともに、科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付けている。 

「思考・判断・表現」 
ଠ体の動きとૉの自ૡ・ਁૡについて、ଠ
体の観察、実験などを行い、その結果や資料
を分析して解し、ଠ体の動きとૉの自
ૡ・ਁૡについての特ඉや規則性を見いだし
て表現しているとともに、探究の過程を振り
返るなど、科学的に探究している。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
ଠ体の動きとૉの自ૡ・ਁૡに関する事
物・現象に進んで関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価

場面や評価方法等を計画する。 

評価場面や評価方法等の具体例 
「知識・技能」 
○評価場面 

透明ૉの記録から、୬഻の一日の動きを表す場面 
○評価方法 

透明ૉ上の点を結んで、୬഻のཾをૉ面上にとして示
す技能について、透明ૉの記録から評価する。 

なお、୬഻の一日の動きについての知識は、単元の学習が進
むにつれて理解が深まるため、透明ૉに記録する技能に関連
する知識については、記録に残す評価は本時では行わず、単元
末や定期考査等のペーパーテストで行う。 

単元名「ଠ体の動ऌとૉのঽૡ・ਁૡ」（第３学年） 
内容のまとまり 第３学年第２分野(6)「ૉとഌຬ」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校理科55ۅ～46ۅ 参照） 

理科では、「知識・技能」については、基本的な概念や原理・法則などを理解しているかを、また、
観察、実験の基本操作を習得するとともに、観察、実験の計画的な実施、結果の記録や整理、資料の
活用の仕方などを身に付けているかどうかを評価します。「思考・判断・表現」については、見通し
をもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解するなど、科学的に探究する過程において
思考・判断・表現しているかを評価します。「主体的に学習に取り組む態度」については、進んで関
わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとしているかを評価します。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 
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 ఠ ௫                   র学ૅ
 
＜ఠ௫科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

３年間の音௫科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 

 現表・断判・考思 能技・識知 点観 主体的に学習に 
取り組む態度 

趣旨 

・ශ想と音௫の構造や背景などと
の関わり及び音௫の多様性に
ついて理解している。 

・創意工夫を生かした音௫表現を
するために必要な技能を身に
付け、స、ஓ௫、創作で表し
ている。 

音௫を形づくっている要素や要素同士の
関連を知ಁし、それらの働きが生み出す特
質や࿇೧気を感受しながら、知ಁしたこと
と感受したこととの関わりについて考え、
どのように表すかについて思いや意図を
もったり、音௫を評価しながらよさやし
さを味わってലいたりしている。 

音や音௫、音௫文化に
親しむことができる
よう、音௫活動を௫し
みながら主体的・協働
的に表現及び༓ೖの
学習活動に取り組も
うとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

第 1 学年「ڶ表現」(1)స 及び ل共通事項(1)مの例 
（１）音௫科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

 (1) సの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア స表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、స表現を創意工夫すること。 
イ 次の(ҵ)及び(Ҷ)について理解すること。 

(ҵ) ශ想と音௫の構造やసဨの内容との関わり 
(Ҷ) 声の音౦やき及び言୴の特性とශ種に応じた発声との関わり 

क़ 次の(ҵ)及び(Ҷ)の技能を身に付けること。 
(ҵ) 創意工夫を生かした表現でసうために必要な発声、言୴の発音、身体の使い方などの技能 
(Ҷ) 創意工夫を生かし、全体のきや各声部の声などをലきながら他者と合わせてసう技能 

 م共通事項ل
 。の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する「༓ೖڷ」及び「表現ڶ」 (1)
ア 音௫を形づくっている要素や要素同士の関連を知ಁし、それらの働きが生み出す特質や࿇೧気を感受しながら、知ಁし

たことと感受したこととの関わりについて考えること。 
イ 音௫を形づくっている要素及びそれらに関わる用語や記ಀなどに 

ついて、音௫における働きと関わらせて理解すること。 

 
（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 

「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「知識・技能」のポイント 
・事項イ及び事項क़の「次の(ҵ�及び(Ҷ)」の部分に、学習内容等に応じて(ҵ)、(Ҷ)のいずれか又は両方を適切に選択して置

き換え、文末を「～している」に変更する。 
○「思考・判断・表現」のポイント 

アの文末を「考え、」に変更して文頭に置き、事項アの文末を「～している」に変更する。なお、事項アのم共通事項ل・
前の「知識や技能を得たり生かしたりしながら」は、「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」とがどのよう
な関係にあるかを明確にするために示している文言であるため、「内容のまとまりごとの評価規準」としては設定しない。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・当該学年の「評価の観点の趣旨」に基づいて作成する。 
・「評価の観点の趣旨」の文頭部分「音や音௫、音௫文化に親しむことができるよう」は、「主体的に学習に取り組む態度」

における音௫科の学習の目指す方向性を示している文言であるため、「内容のまとまりごとの評価規準」としては設定し
ない。 

・「評価の観点の趣旨」の「表現及び༓ೖ」の部分は、学習内容に応じて、該当する領域や分野に置き換える。なお、「学習
活動」とは、その題材における「知識及び技能」の習得や「思考力、判断力、表現力等」の育成に係る学習活動全体を指
している。 

・「評価の観点の趣旨」の「௫しみながら」は、「主体的・協働的に」に係る文言であり、「௫しみながら取り組んでいるか」
を評価するものではない。あくまで、主体的・協働的に取り組む際に「௫しみながら」取り組めるように指導を工夫する
必要があることを示ྮしているものである。 

（下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
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＜ఠ௫科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第２学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

౫の目標の具体例 
○౫の目標 
(1) 「ൽଗの月」、「早ஐሤ」のශ想と音௫の構造やస

ဨの内容との関わりについて理解するとともに、創意
工夫を生かした表現で「早ஐሤ」をసうために必要な
発声、言୴の発音、身体の使い方などの技能を身に付
ける。 

(2) 「ൽଗの月」、「早ஐሤ」のリ६ム、ச度、ᄑ律、
強ൠを知ಁし、それらの働きが生み出す特質や࿇೧気
を感受しながら、知ಁしたことと感受したこととの関
わりについて考え、「早ஐሤ」にふさわしいస表現
を創意工夫する。 

(3) 「ൽଗの月」、「早ஐሤ」のసဨが表す情景や心情
及びශの表情や味わいに関心をもち、音௫活動を௫し
みながら主体的・協働的にసの学習活動に取り組む
とともに、が国で長くసわれているసශに親しむ。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

１ ౫の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏

まえて作成する。 
○生徒の実態、前題材までの学習状況等を踏まえて作成

する。 

２ ౫の評価規準の作成 
○ْ観点ごとのポイントٓを参考に、以下の観点につい

て題材の評価規準を作成する。 
・「知識・技能」の評価規準 
・「思考・判断・表現」の評価規準 
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準 

౫の評価規準の具体例 
○౫の評価規準 
「知識・技能」 
知　「ൽଗの月」、「早ஐሤ」のශ想と音௫の構造やస

ဨの内容との関わりを理解している。 
技　創意工夫を生かした表現で「早ஐሤ」をసうために

必要な発声、言୴の発音、身体の使い方などの技能を
身に付け、సで表している。 

「思考・判断・表現」 
思　「ൽଗの月」、「早ஐሤ」のリ६ム、ச度、ᄑ律、

強ൠを知ಁし、それらの働きが生み出す特質や࿇೧気
を感受しながら、知ಁしたことと感受したこととの関
わりについて考え、「早ஐሤ」にふさわしいస表現
としてどのように表すかについて思いや意図をもって
いる。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
態　「ൽଗの月」、「早ஐሤ」のసဨが表す情景や心情

及びශの表情や味わいに関心をもち、音௫活動を௫し
みながら主体的・協働的にసの学習活動に取り組も
うとしている。 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」思 
○評価場面 

「ൽଗの月」と対比するなどして、「早ஐሤ」のリ६ム（༭
子）、ச度、ᄑ律（音のつながり方やフレー६）、強ൠを知ಁ・
感受し、「早ஐሤ」のශ想やసဨの内容を味わい、音௫の構造
との関わりを踏まえてශにふさわしい音௫表現を追求する場面 
○評価方法 

「早ஐሤ」について、知ಁしたことと感受したこととの関わ
りについて考え、どのようにసうかについて意見交換している
様子を観察し、評価する。また、どのようにసうかについての
思いや意図、特に表現を工夫するポイントを記述したワークシ
ートの内容から評価する。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「題材の目標」や「題材の評価規準」を踏まえ、評価

場面や評価方法等を計画する。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 

౫名「సဨऋ表घੲବやੱੲを思いऊसؚශ想をॎいऩऋै表現をੵしてసおう」（第 2学年） 
内容のまとまり ل第２学年及び第３学年م「ڶ表現」(1)స 及び ل共通事項(1)م 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校音௫60ۅ～51ۅ 参照） 

音௫科では、知識及び技能に関する資質・能力については個々のஆ立性が高く、知識と技能の 
指導事項を個別に立てていることに対応し、知識と技能とに分けて評価します。その際、知識と 
技能の評価場面や評価方法は異なることが考えられます。また、ل共通事項مのアが思考力、判 
断力、表現力等に関する資質・能力として位置付けられました。ل共通事項مのアと各領域や分 
野の事項アは一体的に捉えることが重要です。 

、と「技能」は、それぞれ分けて指導事項を示していること「知識」پ
また評価方法や評価場面が異なることが想定されること等を踏まえ、
知、技と分けてറ記している。「思考・判断・表現」と「主体的に学
習に取り組む態度」については、それぞれ思、態とറ記している。 
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                     র学ૅ   
 
＜科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 
  ３年間の術科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

趣旨 

・対象や事象を捉える造形
的な視点について理解
している。 

・表現方法を創意工夫し、
創造的に表している。 

造形的なよさやしさ、表現の意図と工
夫、術の働きなどについて考えるととも
に、主題を生み出し௹かに発想し構想をಫ
ったり、術や術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。 

術の創造活動のಜびを
味わい主体的に表現及び
༓ೖの்広い学習活動に
取り組もうとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 
第１学年の「感じ取ったことや考えたことなどを基にした表現「A 表現」(1)ア(2)、ل共通事項م」の例 

（１）術科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 
 「表現ڶ」
(1) 表現の活動を通して、次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。 

ア 感じ取ったことや考えたことなどを基に、やമなどに表現する活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
(ҵ) 対象や事象を見つめ感じ取った形や౦ཪの特ඉやしさ、想൸したことなどを基に主題を生み出し、全体と部分との関係などを考

え、創造的な構成を工夫し、心௹かに表現する構想をಫること。 
 「表現ڶ」
(2) 表現の活動を通して、次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。 

ア  発想や構想をしたことなどを基に、表現する活動を通して、技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
(ҵ) 材料や用具の生かし方などを身に付け、意図に応じて工夫して表すこと。 
(Ҷ) 材料や用具の特性などから制作の順などを考えながら、見通しをもって表すこと。 

 م共通事項ل
 。の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する「༓ೖڷ」及び「表現ڶ」 (1)

ア 形や౦ཪ、材料、などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること。 
イ 造形的な特ඉなどを基に、全体のイメージや作௯などで捉えることを理解すること。 

 

 
（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 

「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 
○「知識・技能」のポイント 

「知識」の評価については、第１学年の評価の観点及びその趣旨を「対象や事象を捉える造形的な視点について理解している」
としており、具体的にはل共通事項مの内容を示している。評価規準の作成では、ل共通事項(1)مの「ア 形や౦ཪ、材料、など
の性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること」や「イ 造形的な特ඉなどを基に、全体のイメージや作௯などで捉え
ることを理解すること」について文末を「～理解している」と示すことで、評価規準を作成することができる。 

なお、「知識」の評価規準の作成に当たっては、「２ 内容の取扱いと指導上の配慮事項」のل共通事項مの取扱いにおいて、「(1) 
の指導に当たっては、生徒が造形を௹かに捉える多様な視点をもてるように、以下の内容について配慮すること」のم共通事項ل
各事項が「～を捉えること」としていることに留意する。このことは、ここでの知識は単に新たな事柄として知ることや言୴をพ
記することに終始するものではないことを示している。そのため、「知識」の評価を行う際には、ل共通事項مの各指導事項に示さ
れている「理解すること」とは、生徒一人一人の造形的な視点を௹かにするために、形や౦ཪ、材料、などの性質や、それらが
感情にもたらす効果及び全体のイメージや作௯などで捉えるということを踏まえ、実感的に理解している状況を見取るようにする
ことが大切である。 

「技能」については、第１学年の評価の観点及びその趣旨を「意図に応じて表現方法を工夫して表している」としており、具体
的には「ڶ表現」(2)の内容を示している。評価規準の作成では、題材に応じて「(ҵ� 材料や用具の生かし方などを身に付け、意図
に応じて工夫して表すこと」や「(Ҷ) 材料や用具の特性などから制作の順などを考えながら、見通しをもって表すこと」について
「～表している」と示すことで、評価規準を作成することができる。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
「思考・判断・表現」については、第１学年の評価の観点及びその趣旨を「自然の造形や術作品などの造形的なよさやしさ、

表現の意図と工夫、機能性としさとの調和、術の働きなどについて考えるとともに、主題を生み出し௹かに発想し構想をಫっ
たり、術や術文化に対する見方や感じ方を広げたりしている」としており、具体的には「ڶ表現」(1)及び「ڷ༓ೖ」の内容を
示している。 

ここでは、「感じ取ったことや考えたことなどを基にした表現」の「内容のまとまり」を例にしているので、「ڶ表現」(1)アの「(ҵ) 
対象や事象を見つめ感じ取った形や౦ཪの特ඉやしさ、想൸したことなどを基に主題を生み出し、全体と部分との関係などを考
え、創造的な構成を工夫し、心௹かに表現する構想をಫること」について文末を、「～している」と示すことで、評価規準を作成す
ることができる。また、発想や構想と༓ೖの双方に重なる資質・能力として「造形的なよさやしさ、表現の意図と工夫、術の
働きなどについて考える」ことなどについて留意しながら評価することになる。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
「主体的に学習に取り組む態度」については、第１学年の評価の観点及びその趣旨を「術の創造活動のಜびを味わい௫しく表

現及び༓ೖの学習活動に取り組もうとしている」としており、題材において設定した「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現
力等」の資質・能力を、生徒が学習活動の中で௫しく身に付けようとしたり、発揮しようとしたりすることへ向かう態度を評価す
ることになる。その際、よりよい表現を目指して構想や技能を工夫改善し、粘り強く取り組む態度などに着目することが大切であ
る。ここでは、第１学年の「感じ取ったことや考えたことなどを基にした表現」の「内容のまとまり」を例にしているので、当該
学年の評価の観点及びその趣旨と「ڶ表現」の「内容のまとまり」に応じて評価規準を作成することができる。その際、評価の観
点及びその趣旨に示されている「創造活動のಜび」は、「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」が相互に関連する中で味
わうものであることに留意する必要がある。 

（下）…知識及び技能のうち「知識」に関する内容   （二重下）…知識及び技能のうち「技能」に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
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＜科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
  
◆指導と評価の一連の流れ 

第１学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

２ ౫の評価規準の作成 
○実際の授業において作成する題材の評価規準は、「指導と評価

の一体化」のための学習評価に関する参考資料に示された、「内
容のまとまりごとの評価規準（例）」を基に題材の内容に合わせ
て作成することが考えられる。その際、学習指導要領に示され
た教科及び学年の目標を踏まえて「評価の観点及びその趣旨」
が作成されていることを理解した上で、次の２点について留意
する必要がある。第 1 は、術科における「内容のまとまり」
と「評価の観点」との関係を確認すること。第２は、「内容のま
とまりごとの評価規準(例)」が、ْ 観点ごとのポイントٓを踏ま
えて作成されているということについて理解しておくことであ
る。これらの２点をさえて題材の評価規準を作成し、単に作
業的にならないようにすることが大切である。 

１ ౫の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえて 

作成する。 
○生徒の実態、前題材までの学習状況等を踏まえて作成する。 

౫の評価規準の具体例   
○ ౫の評価規準 
「知識・技能」 
知 形や౦ཪなどが感情にもたらす効果や、造形的な

特ඉなどを基に、しさや生୵感などを全体のイメ
ージで捉えることを理解している。 

技 ཪの具の生かし方などを身に付け、意図に応
じて工夫して表している。 

「思考・判断・表現」 
発 ୨を見つめ感じ取った୨や୴の形や౦ཪの特ඉや

しさ、生୵感などを基に主題を生み出し、画面全
体と୨や୴との関係などを考え、創造的な構成を工
夫し、心௹かに表現する構想をಫっている。 

༓ 造形的なよさやしさを感じ取り、作者の心情や
表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見
方や感じ方を広げている。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
態表 術の創造活動のಜびを味わい௫しく୨のし

さや生୵感などを基に構想をಫったり、意図に応じ
て工夫して表したりする表現の学習活動に取り組も
うとしている。 

態༓ 術の創造活動のಜびを味わい௫しく造形的な
よさやしさを感じ取り、作者の心情や表現の意図
と工夫などについて考えるなどの見方や感じ方を広
げる༓ೖの学習活動に取り組もうとしている。 

౫の目標の具体例    
○ ౫の目標 
�1�「知識及び技能」に関する題材の目標 
・形や౦ཪなどが感情にもたらす効果や、造形的な特

ඉなどを基に、しさや生୵感などを全体のイメー
ジで捉えることを理解する。（ل共通事項م） 

・ཪの具の生かし方などを身に付け、意図に応じ
て工夫して表す。（「ڶ表現」�2�） 

�2�「思考力、判断力、表現力等」に関する題材の目標 
・୨を見つめ感じ取った୨や୴の形や౦ཪの特ඉや

しさ、生୵感などを基に主題を生み出し、画面全体
と୨や୴との関係などを考え、創造的な構成を工夫
し、心௹かに表現する構想をಫる。（「ڶ表現」(1)） 

・造形的なよさやしさを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方
や感じ方を広げる。（「ڷ༓ೖ」(1)） 

�3�「学びに向かう力、人間性等」に関する題材の目標 
・術の創造活動のಜびを味わい、௫しく୨のしさ

や生୵感などを基に表現したり༓ೖしたりする学習
活動に取り組もうとする。 

౫名「୨の୵をगて」（第１学年） 
内容のまとまり 第１学年「感じ取ったことや考えたことなどを基にした表現」（「A 表現」(1)ア(ҵ)、(2)ア(ҵ)、ل共

通事項(1)مアイ）及び「作品や術文化などの༓ೖ」（「B ༓ೖ」(1)ア(ҵ)、ل共通事項(1)مアイ） 
（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校術65ۅ～51ۅ 参照） 

術科では、「知識・技能」は、「造形的な視点を௹かにするための知識」と「創造的に表す
技能」とに整理していることから二つに分けて示しています。また、「思考・判断・表現」は、
において育成する༓ೖ「༓ೖڷ」において育成する発想や構想に関する資質・能力と「表現ڶ」
に関する資質・能力とに整理していますが、発想や構想と༓ೖの双方に重なる資質・能力の育成
を重視していることからまとめて示しています。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「題材の目標」や「題材の評価規準」を踏まえ、評価場面や評

価方法等を計画する。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 

評価場面や評価方法等の具体例 
「知識・技能」知ؚ技 
○評価場面 
 自分の意図に応じて、ཪの具や筆などの使い方を工夫して表すと
ともに、制作の途中に༓ೖを行い、他者の作品を見たり自分の意図を説
明したりすることにより、より表したいものを明確にしていくなどしな
がら作品を成させる場面 
○評価方法 

作品、アイॹアスケッॳ、ワークシートを基に評価する。作品から
ཪの具の生かし方などを身に付け、意図に応じて工夫して表している
かなどを見取るとともに、形や౦ཪなどの効果や全体のイメージで捉え
ることを理解しているかどうかを併せて見取り、「知識」と「技能」を
「知識・技能」として一体的に評価する。 

知＝「知識・技能」の知識 技＝「知識・技能」の技能 
発＝「思考・判断・表現」の発想や構想 
༓＝「思考・判断・表現」の༓ೖ 
態表＝表現における「主体的に学習に取り組む態度」 
態༓＝༓ೖにおける「主体的に学習に取り組む態度」 

ｰ 47 ｰ
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(1) 次の運動について、を଼う௫しさやಜびを味わい、ૉ技の特性や成り立ち、技術のูや行い方、その運動に関連
して高まる体力などを理解するとともに、基本的な技能やൎ間と連した動きで।ームを展৫すること。 
ア ०ールでは、ール操作と૬間にりむなどの動きによって०ール前でのవ防をすること。 
イ ネットでは、ールや用具の操作と定位置にರるなどの動きによって૬いた場所をめぐるవ防をすること。 
क़ ঋースールでは、基本的なバット操作と಄でのవொ、ール操作と定位置でのஹなどによってవ防をすること。  

(2) వ防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己やൎ間の考えたこ 
とを他者に伝えること。 

(3) ૉ技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイをஹろうとすること、作ਅなどについての話合いに参加しようとす
ること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること、ൎ間の学習を援ஃしようとすることなどや、೨・
全に気を配ること。 

 ৳体                  র学ૅ  
 
＜৳体科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

３年間の保体育科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現  

趣旨 

運動の合理的な実践に関する具
体的な事項や生ၺにわたって運
動を௹かに実践するための理論
について理解しているととも
に、運動の特性に応じた基本的
な技能を身に付けている。また、
個人生活における೨・全に
ついて科学的に理解していると
ともに、基本的な技能を身に付
けている。 

自己やൎ間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて、課題に応じた
運動の取り組み方や目的に応じ
た運動の組み合わせ方を工夫し
ているとともに、それらを他者に
伝えている。また、個人生活にお
ける೨に関する課題を発見し、
その解決を目指して科学的に思
考し判断しているとともに、それ
らを他者に伝えている。 

運動の௫しさやಜびを味わう
ことができるよう、運動の合
理的な実践に自主的に取り組
もうとしている。また、೨
を大切にし、自他の೨の保
持ੜ進や回୮についての学習
に自主的に取り組もうとして
いる。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 
 の例「ૉ技 ں」第１学年及び第２学年م体育分野ل

（１）保体育科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 

○「知識・技能」のポイント 
・学習指導要領の(1)の文章中、「知識」について該当するᆽ所は「ૉ技の特性や成り立ち、（റ）について理解する」の

部分であり、「技能」について該当するᆽ所は、各（領域の内容）の技能の指導内容を示した「ア、イ、क़」の部分
である。 

・「知識」については、学習指導要領の(1)で育成を目指す資質・能力に該当する指導内容について、その文末を「～に
ついて理解している」として、評価規準を作成する。 

・「技能」については、学習指導要領の(1)で育成を目指す資質・能力に該当する各（領域の内容）の技能の指導内容
について、その文末を「～できる」として、評価規準を作成する。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・学習指導要領の(2)で育成を目指す資質・能力に該当する指導内容について、その文末を「～課題を発見し、～を工夫

するとともに、～を他者に伝えている」として、評価規準を作成する。 
○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

・学習指導要領の(3)で育成を目指す資質・能力に該当する指導内容について、その文末を「～している」として、評価
規準を作成する。 

（下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
(）…学びに向かう力、人間性等に関する内容 

主体的に学習に取り組む態度

ｰ 48 ｰ
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＜৳体科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第１学年ل体育分野مの事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 単元の評価規準の作成 
○体育分野と保分野で示された内容について、相互の関連

が図られるよう指導計画を作成するとともに、指導の充実
に努めることが重要である。 

○カリキュラム・マネジメント充実の視点から、「内容のまと
まり」ごとに、例示の文末を変えるなどして、全ての「単
元の評価規準」を作成する。 

○「内容のまとまり」ごとに、育成する資質・能力のバラン
スを検討した上で指導事項を配置し、それに対応した「単
元の評価規準」を全ての「単元の評価規準」から選択する
などして、当該単元における「単元の評価規準」を作成する。 

単元の評価規準の具体例 
○単元の評価規準 
「知識・技能」 
・知識 
①ૉ技には、集団対集団、個人対個人でవ防を展৫し、

を଼う௫しさやಜびを味わえる特性があること 
について、言ったり書き出したりしている。 

②ૉ技の各の各種目において用いられる技術には
ูがあり、それらを身に付けるためのポイントがあ
ることについて、学習した具体例を挙げている。 

・技能 
①०ール方向にஹ者がいない位置でシュートをする

ことができる。 
②得点しやすい૬間にいる味方にパスを出すことがで

きる。 
③ールと०ールが同時に見える場所に立つことがで

きる。 
「思考・判断・表現」 
①提示された動きのポイントやつまずきの事例を参考

に、ൎ間の課題や出来映えを伝えている。 
②ൎ間と協力する場面で、分担した役割に応じた活動

の仕方を見付けている。 
③ൎ間と話し合う場面で、提示された参加の仕方に当

てはめ、ॳームへの関わり方を見付けている。 
「主体的に学習に取り組む態度」 
①ಫ習のଓஃをしたりൎ間にஃ言したりして、ൎ間の

学習を援ஃしようとしている。 
②೨・全に留意している。 

授業の構想と学習評価の流れ 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評

価場面や評価方法等を計画する。 

＜授業の実施＞ 

４ 観点ごとの総括 

評価場面や評価方法の具体例 
「思考・判断・表現」① 
○評価場面 
 成例、つまずき例などの事例や、シュート、パス、キープのポイ
ントを提示し、ൎ間の動きと比較し、伝えさせる場面 
○評価方法 

提示された動きのポイントやつまずきの事例を参考に、ൎ間の課題
や出来映えを伝えているかを、学習カーॻや観察により評価する。 

保体育科では、従前、「技能」、「知識、思考・判断」とされていた観点は、「知識・技能」、「思考・
判断・表現」に整理されました。「知識・技能」では、体の動かし方や用具の操作方法、また、生ၺに
わたって運動を௹かに実践するための理論等について理解しているなどの「知識」の観点について、「思
考・判断・表現」では、思考し判断したことを他者に伝えているなどの「表現」の観点について、評価
の場面設定や方法等を工夫することが大切です。 

単元名「ૉ技؟०شঝ（१ॵढ़ش）」（第１学年） 
内容のまとまり 第１学年及び第２学年「ں ૉ技」 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校保体育61ۅ～54ۅ 参照） 

単元の目標の具体例 
○単元の目標 
(1) 次の運動について、を଼う௫しさやಜびを味

わい、ૉ技の特性、技術のูや行い方を理解す
るとともに、基本的な技能やൎ間と連した動き
で।ームを展৫することができるようにする。 
ア ०ールでは、ール操作と૬間にりむな

どの動きによって०ール前でのవ防をするこ
とができるようにする。 

(2) వ防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自
己やൎ間の考えたことを他者に伝えることができ
るようにする。 

(3) ൎ間の学習を援ஃしようとすることや、೨・
全に気を配ることができるようにする。 

１ 単元の目標の作成 
○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえ

て作成する。 
○生徒の実態、前単元までの学習状況等を踏まえて作成する。 

P82～P101、38ۅ～34ۅについては、「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校保体育م保分野لپ 参照 

 - 48 -

(1) 次の運動について、を଼う௫しさやಜびを味わい、ૉ技の特性や成り立ち、技術のูや行い方、その運動に関連
して高まる体力などを理解するとともに、基本的な技能やൎ間と連した動きで।ームを展৫すること。 
ア ०ールでは、ール操作と૬間にりむなどの動きによって०ール前でのవ防をすること。 
イ ネットでは、ールや用具の操作と定位置にರるなどの動きによって૬いた場所をめぐるవ防をすること。 
क़ ঋースールでは、基本的なバット操作と಄でのవொ、ール操作と定位置でのஹなどによってవ防をすること。  

(2) వ防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己やൎ間の考えたこ 
とを他者に伝えること。 

(3) ૉ技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイをஹろうとすること、作ਅなどについての話合いに参加しようとす
ること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること、ൎ間の学習を援ஃしようとすることなどや、೨・
全に気を配ること。 

 ৳体                  র学ૅ  
 
＜৳体科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

３年間の保体育科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現  

趣旨 

運動の合理的な実践に関する具
体的な事項や生ၺにわたって運
動を௹かに実践するための理論
について理解しているととも
に、運動の特性に応じた基本的
な技能を身に付けている。また、
個人生活における೨・全に
ついて科学的に理解していると
ともに、基本的な技能を身に付
けている。 

自己やൎ間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて、課題に応じた
運動の取り組み方や目的に応じ
た運動の組み合わせ方を工夫し
ているとともに、それらを他者に
伝えている。また、個人生活にお
ける೨に関する課題を発見し、
その解決を目指して科学的に思
考し判断しているとともに、それ
らを他者に伝えている。 

運動の௫しさやಜびを味わう
ことができるよう、運動の合
理的な実践に自主的に取り組
もうとしている。また、೨
を大切にし、自他の೨の保
持ੜ進や回୮についての学習
に自主的に取り組もうとして
いる。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 
 の例「ૉ技 ں」第１学年及び第２学年م体育分野ل

（１）保体育科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 

○「知識・技能」のポイント 
・学習指導要領の(1)の文章中、「知識」について該当するᆽ所は「ૉ技の特性や成り立ち、（റ）について理解する」の

部分であり、「技能」について該当するᆽ所は、各（領域の内容）の技能の指導内容を示した「ア、イ、क़」の部分
である。 

・「知識」については、学習指導要領の(1)で育成を目指す資質・能力に該当する指導内容について、その文末を「～に
ついて理解している」として、評価規準を作成する。 

・「技能」については、学習指導要領の(1)で育成を目指す資質・能力に該当する各（領域の内容）の技能の指導内容
について、その文末を「～できる」として、評価規準を作成する。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・学習指導要領の(2)で育成を目指す資質・能力に該当する指導内容について、その文末を「～課題を発見し、～を工夫

するとともに、～を他者に伝えている」として、評価規準を作成する。 
○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

・学習指導要領の(3)で育成を目指す資質・能力に該当する指導内容について、その文末を「～している」として、評価
規準を作成する。 

（下）…知識及び技能に関する内容 
（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
(）…学びに向かう力、人間性等に関する内容 

主体的に学習に取り組む態度

ｰ 48 ｰ ｰ 49 ｰ
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 技・ੇ൦（技ী）           র学ૅ
 
＜技・ੇ൦科（技ী）における評価にणいて＞ 
 １ 評価の観点及びजのະ຺ 
   ３年間の技術・家൦科（技術分野）の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

生活と技術について理解している
とともに、それらに係る技能を身に
付けている。 

生活や社会の中から問題を見いだ 
して課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、表現する 
などして課題を解決する力を身に
付けている。 

よりよい生活の実現や持続可能な
社会の構築に向けて、課題の解決に
主体的に取り組んだり、振り返って
改善したりして、生活を工夫し創造
し、実践しようとしている。 

  ীશの評価の観点のະ຺（技ী） 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

生活や社会で利用されている技術
について理解しているとともに、そ
れらに係る技能を身に付け、技術と
生活や社会、環境との関わりについ
て理解している。 

生活や社会の中から技術に関わる
問題を見いだして課題を設定し、解
決策を構想し、実践を評価・改善し、
表現するなどして課題を解決する力
を身に付けている。 

よりよい生活の実現や持続可能な
社会の構築に向けて、課題の解決に
主体的に取り組んだり、振り返って
改善したりして、技術を工夫し創造
しようとしている。 

２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 
技術分野 「A 材料と加工の技術」の（2）「材料と加工の技術による問題解決」の例 

（１）技術・家൦科（技術分野）における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認し
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
  「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(2) 生活や社会における問題を、材料と加工の技術によって解決する活動を通して、次の事項を身に付けること
 ができるよう指導する。 
 ア ଲ作に必要な図をかき、全・適切なଲ作や検査・点検等ができること。 
 イ 問題を見いだして課題を設定し、材料の選択や成形の方法等を構想して設計を具体化するとともに、ଲ作
  の過程や結果の評価、改善及び修正について考えること。 
 （下）…知識及び技能に関する内容 

（ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 

○「知識・技能」のポイント 
 ・基礎的な技術について、その仕組みの理解やそれらに係る技能の習得状況を評価するものであり、技術に関係する科学的
  な原理・法則とともに、技術と生活や社会、環境との関わり及び、生活等の場面でも活用できる技術の概念の理解も評価
  する。 
 ・基本的には当該項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項アについて、その文末を分野の観点の趣旨に基づき、
  「～について（を）理解している」、「～ができる技能を身に付けている」として作成する。 
○「思考・判断・表現」のポイント 
 ・技術を用いて生活や社会における問題を解決するための思考力、判断力、表現力等を身に付けているかを評価するもので
  ある。技術分野の各内容は「生活や社会を支える技術」、「技術による問題の解決」、「社会の発展と技術」の三つの要
  素からなる学習過程を踏まえて項目が設定されていることから、各項目では、一連の学習過程における位置付けを踏まえ
  た思考力等を評価する。 
 ・基本的には当該項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項イについて、その文末を分野の観点の趣旨及び学習過
  程における各項目の位置付けに基づき「～について考えている」として作成する。 
○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
 ・粘り強さ（知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行お
  うとしている側面）、自らの学習の調整（粘り強い取り組みの中で自らの学習を調整しようとする側面）に加え、これら
  の学びの経験を通して涵養された、技術を工夫し創造しようとする態度について評価する。 
 ・基本的には、分野の観点の趣旨に基づき、当該項目の指導事項ア、イに示された資質・能力を育成する学習活動を踏まえ
  て、文末を「～しようとしている」として作成する。 
 ・各内容における（2）及び内容の「Ｄ情報の技術」の（3）に関する「内容の取扱い」に、「知的財産を創造、保護及び
  活用しようとする態度」及び「他者と協働して粘り強く物事を前に進める態度」が示されており、これらについても配慮
  する必要がある。 
 ・一連の学習過程で育成される資質・能力の関連に配慮し整理することが大切である。例えば、各内容における（1）で身
  に付ける「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現力等」の資質・能力は、各内容における（2）及び内容の「Ｄ情報
  の技術」の（3）の「技術による問題の解決」の学習に生かされるものであることから、各内容の(1)では「主体的に技
  術について考え、理解しようとする態度」について評価することが考えられる。 

ｰ 50 ｰ

○「知識・技能」のポイント
　・基礎的な技術について、その仕組みの理解やそれらに係る技能の習得状況を評価するものであり、技術に関係する科学的

な原理・法則とともに、技術と生活や社会、環境との関わり及び、生活等の場面でも活用できる技術の概念の理解も評価
する。

　・基本的には当該項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項アについて、その文末を分野の観点の趣旨に基づき、
　　「～について（を）理解している」、「～ができる技能を身に付けている」として作成する。
○「思考・判断・表現」のポイント
　・技術を用いて生活や社会における問題を解決するための思考力、判断力、表現力等を身に付けているかを評価するもので

ある。技術分野の各内容は「生活や社会を支える技術」、「技術による問題の解決」、「社会の発展と技術」の三つの要素か
らなる学習過程を踏まえて項目が設定されていることから、各項目では、一連の学習過程における位置付けを踏まえた思
考力等を評価する。

　・基本的には当該項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項イについて、その文末を分野の観点の趣旨及び学習過
程における各項目の位置付けに基づき「～について考えている」として作成する。

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント
　・粘り強さ（知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行お

うとしている側面）、自らの学習の調整（粘り強い取り組みの中で自らの学習を調整しようとする側面）に加え、これら
の学びの経験を通して涵養された、技術を工夫し創造しようとする態度について評価する。

　・基本的には、分野の観点の趣旨に基づき、当該項目の指導事項ア、イに示された資質・能力を育成する学習活動を踏まえ
て、文末を「～しようとしている」として作成する。

　・各内容における（2）及び内容の「Ｄ情報の技術」の（3）に関する「内容の取扱い」に、「知的財産を創造、保護及び活
用しようとする態度」及び「他者と協働して粘り強く物事を前に進める態度」が示されており、これらについても配慮す
る必要がある。

　・一連の学習過程で育成される資質・能力の関連に配慮し整理することが大切である。例えば、各内容における（1）で身
に付ける「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現力等」の資質・能力は、各内容における（2）及び内容の「Ｄ情報
の技術」の（3）の「技術による問題の解決」の学習に生かされるものであることから、各内容の（1）では「主体的に
技術について考え、理解しようとする態度」について評価することが考えられる。
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＜技・ੇ൦科（技ী）における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第１学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

౫の目標の具体例 
○౫の目標 
 材料と加工の技術の見方・考え方を働かせ、より全な生活

を目指したິ൜ଓ強ஓ具を৫発する実践的・体験的な活動を
通して、生活や社会で利用されている材料と加工の技術につ
いての基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に付け、
材料と加工の技術と全な生活や社会との関わりについて
理解を深めるとともに、生活の中から材料と加工の技術と
全に関わる問題を見いだして課題を設定する力、全な生活
や社会の実現に向けて、適切かつย実に材料と加工の技術を
工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

１ ౫の目標の作成 
○学習指導要領に示された分野の目標ధびに題材で

指導する指導事項を整理・ଁ合した上で、授業時
数や၎修学年を踏まえて設定する。 

○生徒の実態、前題材までの学習状況等を踏まえて
作成する。 

２ ౫の評価規準の作成 
○題材の目標の実現状況を把握するための題材の評

価規準は、技術分野の評価の観点の趣旨を基に、題
材で指導する項目に関係する「内容のまとまりごと
の評価規準（例）」（「『指導と評価の一体化』の
ための学習評価に関する参考資料（中学校技術・家
൦）」）の要素を加えるなどして設定する。 ౫の評価規準の具体例 

○౫の評価規準 
「知識・技能」 

生活や社会で利用されている材料と加工の技術についての
科学的な原理・法則や基礎的な技術の仕組み及び、材料と
加工の技術と全な生活や社会との関わりについて理解し
ているとともに、ଲ作に必要な図をかき、全・適切なଲ
作や検査・点検等ができる技能を身に付けている。 

「思考・判断・表現」 
生活の中から材料と加工の技術と全に関わる問題を見い
だして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善
し、表現するなどして、課題を解決する力を身に付けてい
るとともに、全な生活や社会の実現を目指して材料と加
工の技術を評価し、適切に選択、管理・運用する力を身に
付けている。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
全な生活や社会の実現に向けて、課題の解決に主体的に
取り組んだり、振り返って改善したりして、材料と加工の
技術を工夫し創造しようとしている。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「題材の目標」や「題材の評価規準」を踏まえ、

評価場面や評価方法等を計画する。 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」 
○評価場面 
 生活の中からິ൜ଓ強ஓ具が必要な場面を見いだ
して、設定した課題に基づき、ଲ作するິ൜ଓ強ஓ
具を構想・試作する場面 
○評価方法 
 課題の解決策となるິ൜ଓ強ஓ具の材料、大きさ、
形状、構造などを、使用場所や加工方法などの制৺
੯に基づいて構想し、設計や計画を具体化できる
かどうかを設計レポートなどで評価する。 

౫名「౫મとਸੵの技によढてؚ৸ऩে活の実現を目指जう              
 （第１学年）「عওイॻິ൜ଓਘஓ具を৫しようشॲشड़ع                
 内容のまとまり 「A 材料と加工の技術」 (1)生活や社会を支える材料と加工の技術 

(2)材料と加工の技術による問題の解決 
(3)社会の発展と材料と加工の技術 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校技術・家൦ڲ5ۅ～4７ۅ参照） 

 技術・家൦科（技術分野）では、生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして技術によ
る問題の解決を経験させたり、経験を基に今後の社会の発展と技術の在り方について考えさせた
りすることが大切です。評価に当たっては、「題材の目標」及び「題材の評価規準」を作成した
上で、題材の評価規準を学習活動に即して具体化することが必要となります。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 
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 技・ੇ൦（ੇ൦ী）           র学ૅ
 
＜技・ੇ൦科（ੇ൦ী）における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 

３年間の技術・家൦科（家൦分野）の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

生活と技術について理解してい
るとともに、それらに係る技能
を身に付けている。 

生活や社会の中から問題を見い
だして課題を設定し、解決策を
構想し、実践を評価・改善し、
表現するなどして課題を解決す
る力を身に付けている。 

よりよい生活の実現や持続可能
な社会の構築に向けて、課題の
解決に主体的に取り組んだり、
振り返って改善したりして、生
活を工夫し創造し、実践しよう
としている。 

  ীશの評価の観点のະ຺（ੇ൦ী） 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

家ఔ・家൦の基本的な機能につ
いて理解を深め、生活の自立に
必要な家ఔ・家൦、୫ક、
ાや環境などについて理解して
いるとともに、それらに係る技
能を身に付けている。 

これからの生活を展望し、家ఔ・
家൦や域における生活の中か
ら問題を見いだして課題を設定
し、解決策を構想し、実践を評
価・改善し、考察したことを論
理的に表現するなどして課題を
解決する力を身に付けている。 

家ఔや域の人々と協働し、よ
りよい生活の実現に向けて、課
題の解決に主体的に取り組んだ
り、振り返って改善したりして、
生活を工夫し創造し、実践しよ
うとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 

家൦分野 「B ୫કの生活」の（4）「服の選択と手入れ」の例 
（１）技術・家൦科（家൦分野）における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 
  「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「知識・技能」のポイント 
 ・基本的には、当該指導項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項アについて、その文末を、「～について理解し
  ている」、「～について理解しているとともに、適切にできる」として、評価規準を作成する。 
 。の（1）については、その文末を「～に気付いている」として、評価規準を作成する「家ఔ・家൦生活ڶ」پ 
○「思考・判断・表現」のポイント 
 ・教科の目標の（２）に示されている学習過程に沿って、「課題を解決する力」が身に付いているのかを評価することにな

  る。基本的には、当該指導項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項イについて、その文末を分野の評価の観点
  の趣旨に基づき、「～について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを
  論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている」として、評価規準を作成する。 
○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
 ・基本的には、当該指導項目で扱う指導事項ア及びイと分野の目標、分野の評価の観点の趣旨を踏まえて作成する。その際、
  対象とする指導内容は、指導項目のูを用いて示すこととする。具体的には、①粘り強さ（知識及び技能を獲得したり、
  思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとする側面）、②自らの学習の調整（①
  の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面）に加え、③実践しようとする態度を含めることを基本

  とし、その文末を「～について、課題の解決に主体的に取り組んだり（①）、振り返って改善したり（②）して、生活を
  工夫し創造し、実践しようとしている（③）」として、評価規準を作成する。 

(4) 服の選択と手入れ 
 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
  �ҵ� 服と社会生活との関わりが分かり、目的に応じた着用、個性を生かす着用及び服の適切な選択につ
   いて理解すること。 
  �Ҷ� 服の計画的な活用の必要性、服の材料や状態に応じた日常着の手入れについて理解し、適切にでき
   ること。 
 イ 服の選択、材料や状態に応じた日常着の手入れの仕方を考え、工夫すること。 

（下）…知識及び技能に関する内容  （ణ）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
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＜技・ੇ൦科（ੇ൦ী）における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第２学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

౫の目標の具体例 
○౫の目標 
(1) 服と社会生活との関わり、目的に応じた着用、個性を生

かす着用、服の適切な選択、服の計画的な活用の必要性、
日常着の手入れ及びଲ作する物に適した材料やཌい方、用具
の全な取扱いについて理解するとともに、それらに係る技
能を身に付ける。 

(2) 服の選択、材料や状態に応じた日常着の手入れの仕方、
生活を௹かにするためのഘを用いた物のଲ作計画やଲ作につ
いて問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践
を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に付ける。 

(3) よりよい生活の実現に向けて、服の選択、材料や状態に
応じた日常着の手入れの仕方、生活を௹かにするためのഘを
用いたଲ作について、課題の解決に主体的に取り組んだり、
振り返って改善したりして、生活を工夫し創造し、実践しよ
うとする。 

 
授業の構想と学習評価の流れ 

１ ౫の目標の作成 
○学習指導要領に示された分野の目標ధびに題材で

指導する項目及び指導事項を踏まえて設定する。 
○生徒の実態、前題材までの学習状況等を踏まえて

作成する。 

２ ౫の評価規準の作成 
○題材の評価規準は、「『指導と評価の一体化』の

ための学習評価に関する参考資料（中学校技術・
家൦）」に示されている、「内容のまとまりごと
の評価規準（例）」から題材において指導する項
目及び指導事項に関係する部分を抜き出し、評価
の観点ごとに整理・ଁ合、具体化するなどして作
成する。 

౫の評価規準の具体例 
○౫の評価規準 
「知識・技能」 
・服と社会生活との関わりが分かり、目的に応じた着用、
 個性を生かす着用及び服の適切な選択について理解し
 ている。 
・服の計画的な活用の必要性、服の材料や状態に応じ

た日常着の手入れについて理解しているとともに、適切
にできる。 

・ଲ作する物に適した材料やཌい方について理解している
とともに、用具を全に取り扱い、ଲ作が適切にできる。 

「思考・判断・表現」 
服の選択、材料や状態に応じた日常着の手入れの仕方、

 生活を௹かにするためのഘを用いた物のଲ作計画やଲ作
 について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
 し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現
 するなどして課題を解決する力を身に付けている。 
「主体的に学習に取り組む態度」 

よりよい生活の実現に向けて、服の選択、材料や状態
に応じた日常着の手入れの仕方、生活を௹かにするため
のഘを用いたଲ作について、課題の解決に主体的に取り
組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し創
造し、実践しようとしている。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「題材の目標」や「題材の評価規準」を踏まえ、

評価場面や評価方法等を計画する。 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」 
○評価場面 
 材料やළれ方に応じた日常着のຸᅲの仕方につい
て問題を見いだして課題を設定し、学んだことを生
かして自分の服のຸᅲの方法を考える場面 
○評価方法 

材料やළれ方に応じた日常着のຸᅲの仕方につい
て考え、工夫しているかどうかを、学習カーॻやペ
ーパーテストの記述内容から評価する。 

౫名「೨・ిदਢ૭能ऩে活」（第２学年） 
 内容のまとまり 「ڷ୫કの生活」(4)服の選択と手入れ 
                  (5)生活を௹かにするためのഘを用いたଲ作 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校技術・家൦97ۅ～90ۅ 参照） 

技術・家൦科（家൦分野）では、実生活と関連を図った問題解決的な学習を効果的に取り入れ、
「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱を相互
に関連させ、家൦分野全体で目指す資質・能力を育成することが重要です。評価に当たっては、ଲ
作計画・実践記録表、学習カーॻ、ペーパーテスト、ポートフォリオ等の活用が考えられます。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 
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 ਗ国語                   র学ૅ
 
＜ਗ国語科における評価にणいて＞ 
１ 評価の観点及びजのະ຺ 
  ３年間の外国語科の授業において育成を目指す資質・能力が身に付いている生徒の姿です。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

趣旨 

・外国語の音声や語៲、表現、文法、
言語の働きなどを理解している。 

・外国語の音声や語៲、表現、文法、
言語の働きなどの知識を、聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて
活用できる技能を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目
的や場面、状況などに応じて、
日常的な話題や社会的な話題
について、外国語で簡単な情
報や考えなどを理解したり、
これらを活用して表現したり
伝え合ったりしている。 

外国語の背景にある文化
に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、
書き手に配慮しながら、
主体的に外国語を用いて
コミュニケーションを図
ろうとしている。 

 
２ 「ઍのऽとऽりごとの評価規準」を作成घるの੦ম的ऩুದ 
（１）外国語科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

外国語科における「内容のまとまり」は、五つの領域（「聞くこと」「読むこと」「話すことنや 
り取りه」「話すことن発表ه」「書くこと」）です。 

五つの領域別の目標の記述は、資質・能力の三つの柱を総合的に育成する観点から、各々を 
三つの柱に分けずに一文ずつの能力記述文で示しています。 

 
（２）以下のْ観点ごとのポイントٓを踏まえ、「内容のまとまり（五つの領域）ごとの評価規準」

を作成します。 
「ઍのऽとऽり（णの୩ୠ）ごとの評価規準」を作成घるのْ観点ごとのポイントٓ 

 （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校外国語34ۅ～30ۅ 参照） 
○「知識・技能」のポイント 

・「知識」については、中学校学習指導要領「外国語」「２ 内容」のل知識及び技能مにおける「�1) ஶ語の特ඉやきまりに関
する事項」に記載されていることを指しており、それらの事項を理解している状況を評価する。 

・「技能」について、 
ٕ「話すことنやり取りه」、「話すことن発表ه」、「書くこと」は、実際のコミュニケーションにおいて、日常的な話題や社

会的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを、簡単な語や文を用いて話したり書いたりして表現したり伝え
合ったりする技能を身に付けている状況を評価する。 

ٕなお、指導する単元で扱う言語材料が提示された状況で、それを使って事実や自分の考え、気持ちなどを話したり書いた
りすることができるか否かを評価するのではなく、使用する言語材料の提示がない状況においても、それらを用いて事実
や自分の考えなどを話したり書いたりすることができる技能を身に付けているか否かについてを評価する。 

ٕ「話すこと」について、音声の特ඉを捉えて話していることについては、特定の単元等で扱うのではなく、「話すこと」の
指導全体を通して適評価する。 

ٕ「聞くこと」、「読むこと」は、実際のコミュニケーションにおいて、日常的な話題や社会的な話題について話されたり書
かれたりする文章等を聞いたり読んだりして、その内容を捉える技能を身に付けている状況を評価する。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・「話すことنやり取りه」、「話すことن発表ه」、「書くこと」は、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応

じて、日常的な話題や社会的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを、簡単な語や文を用いて、話したり
書いたりして表現したり伝え合ったりしている状況を評価する。 

・「聞くこと」、「読むこと」は、日常的な話題や社会的な話題について話されたり書かれたりする文章等を聞いたり読ん
だりして、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、必要な情報や概要、要点などを捉えている状況
を評価する。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・「主体的に学習に取り組む態度」は、外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手

に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている状況を評価する。 
・具体的には、「話すことنやり取りه」、「話すことن発表ه」、「書くこと」は、日常的な話題や社会的な話題などについ

て、目的や場面、状況などに応じて、事実や自分の考え、気持ちなどを、簡単な語や文を用いて、話したり書いたり
して表現したり伝え合ったりしようとしている状況を評価する。 

・「聞くこと」、「読むこと」は、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話
題などについて話されたり書かれたりする文章を聞いたり読んだりして、必要な情報や概要、要点を捉えようとしてい
る状況を評価する。 

・上記の側面と併せて、言語活動への取組に関して見通しを立てたり振り返ったりして自らの学習を自ಁ的に捉えている
状況についても、特定の領域・単元だけではなく、年間を通じて評価する。 

観点
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＜ਗ国語科における指導と評価の一体化を目指して＞ 
◆指導と評価のポイント 

    
 
 
 
 
 
◆指導と評価の一連の流れ 

第３学年の事例を通して、指導と評価の一連の流れについて説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 単元の目標の具体例    
○単元の目標 

௵の意見等を踏まえた自分の考えや感想をま
とめるために、野ཅのഄఴについて書かれたஶ文
を読み、読んだことを基に考えたことや感じたこ
とを、ஶ文を引用したり内容に言及したりしなが
ら伝え合うことができる。 

授業の構想と学習評価の流れ 

１ 単元の目標の作成 
○五つの領域別の「学年ごとの目標」を踏まえるとともに、

各単元で取り扱う題材、言語の特ඉやきまりに関する事項
（言語材料）、当該単元の中心となる言語活動において設
定するコミュニケーションを行う目的や場面、状況など、
また、取り扱う話題などに即して設定する。 

単元の評価規準の具体例   
○単元の評価規準（「ਵघऒとنやり取りه」） 
「知識・技能」 

・受け身や現在വ形の特ඉやきまり、引用する 
ための表現を理解している。 

・野ཅのഄఴについて考えたことや感じたことな 
どを、受け身や現在വ形などを用いて伝え合 
う技能を身に付けている。 

「思考・判断・表現」 
௵の意見等を踏まえた自分の考えや感想をまと
めるために、社会的な話題（野ཅのഄఴ）に関し
て読んだことについて、考えたことや感じたこと
などを、ஶ文を引用するなどして伝え合っている。 

「主体的に学習に取り組む態度」 
௵の意見等を踏まえた自分の考えや感想をまと
めるために、社会的な話題（野ཅのഄఴ）に関し
て読んだことについて、考えたことや感じたこと
などを、ஶ文を引用するなどして伝え合おうとし
ている。 

ٛパフォーマンステストにおける੯ٜ 
੯１؟読んだஶ文を引用するなどしている。 
੯２؟自分の考えたことや感じたことなどを理 

とともに述べている。 
੯３؟相手の考えを求めたり、話題を広げたり 

深めたりしながら対話を継続している。 

単元名「ഭ॒टऒとにणいてؚহ実やঽীの考इؚਞठऩनをइ়う」（第３学年） 
内容のまとまり 「話すことنやり取りه」क़ 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校外国語55ۅ～47ۅ 参照） 

外国語科では、学習指導要領においては言語「ஶ語」の目標を五つの領域別で示しており、学
年ごとの目標を示していません。このため、「外国語科の目標」、「五つの領域別の目標」、「内容
のまとまりごとの評価規準」等に基づき、各学校が生徒の発の段階と実情を踏まえ、「学年ご
との目標」を設定した上で、「単元ごとの目標」及び「単元ごとの評価規準」を作成することが
大切です。 

２ 単元の評価規準の作成 
○「単元ごとの目標」を踏まえて設定する。 
○各単元で取り扱う題材、言語の特ඉやきまりに関する事項

（言語材料）、当該単元の中心となる言語活動において設
定するコミュニケーションを行う目的や場面、状況など、
また、取り扱う話題などに即して設定する。 

３ 「指導と評価の計画」の作成 
○「単元の目標」や「単元の評価規準」を踏まえ、評価場面

や評価方法等を計画する。 

４ 観点ごとの総括 

＜授業の実施＞ 

評価場面や評価方法等の具体例 
「思考・判断・表現」 
○評価場面 

後日実施するパフォーマンステストにおいて、「AIの進歩と私た
ちの生活」に関する記事（article）を読み、読んだことに基づいて考
えたことや感じたこと、その理などを伝え合う場面 
○評価方法 

パフォーマンステストにおいて以下の఼点基準で評価する。  
単元を通して指導したことを踏まえてకの三つの੯を全て満 
たしていれば「ۑ」としている。なお、生徒の実態や指導の状況 
を踏まえ、全ての੯を満たしていれば「ې」、２個なら「ۑ」、 
１個以下なら「ے」とすることも考えられる。 
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